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m.地域連携

一関西地区 FD連絡協離会の設立と初年度の活動成果ー

関西地区FD連絡協議会は、地域内の大学、短期大学がお互いの日常的教育改善を支え合う互

助組織である。設立に向けた1年あまりの準備期間を経て、関西地区関連組織の過半数が参加し

て2008年4月に設立総会を開催した。以後、共同事業、連携事業、研究事業、情報支援事業、

広報事業といったさまざまな活動を展開してきた。

本協議会設立のきっかけは、 2007年4月の大学院設置基準におけるFDの法制的義務化に先だ

っておこなわれた、文部科学省での研究会におけるFDネットワーク形成の重要性に関する田中

による提言にさかのぼる。つまり、田中は、この研究会で fFDの法制的義務化を制度的に支え

保障するために、地域連携を組織化することが必要だ」と強調した。田中は、この自らの提言

の実現可能性を具体的に示すために、協議会設立に向けて具体的な行動をとり、 2度の準備会

合と「授業評価ワークショップ」の企画・開催などの準備作業を、発起人校などと協力しなが

ら進めた。文部科学省もまた、このFDの地域連携に関する提言を受けいれる仕方で、概算要求

やGPといった強い財政的裏付けを与えてきた。その典型例が、京都大学高等教育センターが

2008年度から 5年間の計画で取り組んでいる概算要求プロジェクトであり、その額の大きさを

見ても、関西地区のFD地域連携に対する本省の強い期待を示しているといえる。

これまでの協議会内での議論の中で、く「関西」とはどこのことか>が何度か話題になった

ことがある。周辺の中京、北陸、中園、四固などに同様の組織があれば、話題にもならなかっ

たはずだが、今述べたように、本協議会は他の同様の連携組織に大きく先立って組織化された

ので、棲み分けをすることはできず、「関西地区」の境界はどうしても不鮮明とならざるをえな

い。このことは、本協議会が他に大きく先立つていることの証でもある。

関西地区という境界づけは、都道府県よりは広く、国よりは狭い。このいわば「ミドルレベ

ル」の連携には、ディシプリンごとに集まったり、 FDの適切な人材を求めたりすることが比較

的簡単だというメリットがある。このレベルの連携によってこそ、単独の機関ではできないFD

活動を仲間からの助けをかりで展開したり、別々に同じような活動をするという無駄を省いた

りすることができる。関西地区FD連絡協議会のメリットは、このような補充と省力化にこそあ

る。

今日、我が国の高等教育機関はすべて、グローパル化とユニバーサル化との狭間で、しかも

少子化や財政逼迫などに起因する経営危機に直面して苦闘している。たしかに、高等教育機関

も、織烈な市場競争のなかでこそ互いの個性を発揮し主張しあい、互いに「個性輝く大学」に

なることができるだろう。しかしこの深刻な危機に際しては、互いに排除しあう「競争」より

もむしろ、互いに連携しあう「協働」こそが求められるのではないだろうか。
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高等教育機関に属する先生方は、時代や社会や学生の急速な変化に応じて、様々な教育改善

の努力を個人的に行っている。本協議会は、この個別的努力を組織化する各機関の活動を、連

携によって支え合いたいと考えている。

昨年から本年にかけて雨後の笥のように、全国で FDに関する地域連携が出現してきたが、

本協議会がそのうち最大でもっとも組織化された連携組織となってきた。これ以降の本章の記

述を参照して頂ければ明らかなように、初年度の活動により、本協議会の組織的体裁がじょじ

ょに整ってきたといえるだろう。さらなる組織化にあたっての今後の目標は、いわばくこれま

でに築き上げてきた「仏」に『魂」を入れること>、つまり、本協議会の組織をいかに各大学

における日常的な教育改善活動と結合することである。
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m-A.設立総会

2008年4月26日(土)に開催された本協議会の設立総会には、関西地区のおよそ半数の104

の大学・短期大学から162名の参加者があった。沖裕貴教授(立命館大学)の進行の下、前半

の第1部では、協議会設立にあたって発起人代表校により、設立趣旨、規約案、組j織体制、活

動方針などの説明がなされ、第2部では、文部科学省高等教育局大学振興課長の中岡司氏に祝

辞をいただいた後、天野郁夫東京大学名誉教授に、 「大学の教育改革とFDJと題して、日本の

戦後の大学教育改革について時系列に沿ってご講演いただいた。

設立総会プログラム

総会(第1部) 【京都大学芝蘭会館稲盛ホール114: 00-

進行・沖裕貴(立命館大学教授)

開会挨拶.圃月勝博(同志社大学教授)

協議会設立の趣旨と経過・田中毎実(京都大学教授)

協議会規約と組織

「関西地区FD連絡協議会」規約(案)について

代表幹事校、幹事校及び監査役の選出について

:矢野裕俊(大阪市立大学教授)

会費について

総会(第2部)15:15-

祝辞・中岡 司(文部科学省高等教育局大学振興課長)

記念講演.天野郁夫(東京大学名誉教授) r大学の教育改革とFDJ

閉会挨拶(京都大学 問中毎実教授)

情報交換会【京都大学芝蘭会館山内ホール117:15 -

圃月勝博教授(同志社大学)の開会挨拶の後、田中毎実教授(京都大学)より、すでに各大

学が持っている教育改善活動に関する知見やノウハワを集約・共有化したり、個別大学では実

施困難な講演会やワークショップなどのイベントを複数の機闘が協力して行う機会を提供する

など、関西地区という地域的同質性の利点を生かしたFDに関する互助組織となることを目指す

という本協議会の設立主旨につ~ての説明があったo また、 13校が参加した2007年1月 13 日の

第1回準備会合開催以降、 1年以上に渡る設立に至るまでの経緯について紹介があったo この設

立に至る経過の詳細については、報告書「関西地区FD連絡協議会設立に向けて」に掲載されて
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おり、本センターのウェブサイトよりPDFファイルでダワンロード可能となっているので、そ

ちらを参照頂きたい (http://www.highedu.kyoto.u.配布Ipublicationlkansai3d.ht皿1)。

これに続き、矢野裕俊教授(大阪市立大学)より、本協議会の規約および組織体制案につい

て説明があり、会員校により承認された。規J約については、本節末に掲載した。

本設立総会において、 104校が本協議会の会員校として承認された。参加を呼びかけたのは、

大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、和歌山県に拠点をもっ213の大学および短期大学

(部)であり、そのおよそ半数が設立時に参加を表明したことになる。設立後、参加希望機関

が随時加わり、 2月16日現在118校(106法人)が会員として本協議会に参加している。現在の

会員校リストを表 1に示す。

設立総会の議事を以下に記す。

【設立総会議事】

1.協議会設立の趣旨と経過

田中毎実教授(京都大学)より、設立の趣旨及びこれまでの計画について説明があった。

2.協議会規約と組織

矢野裕俊教授(大阪市立大学)より、規約(案)及び組織体制の説明があった。

3. r関西地区FD連絡協議会」規約(案)について

規約(案)について協議され、原案通り決定された。

4.代表幹事校、幹事校及び監査役の選出について

1.会員校の承認(規約第4条)

事前に回答のあった大学 (104校)について、一括して承認された。

2.代表幹事校の選出(規約第7条)

「代表幹事校」へ立候補・推薦する大学に挙手を求めるがなかった。 矢野教授より「代表

幹事校」の準備会会合案として「京都大学」が提案され、承認された。

《議長校を代表幹事校に交替 田中毎実教授(京都大学))) 

3.協議会の事務局(規約第11条)

議長校より「事務局」の準備会会合案として「京都大学」が提案され、承認された。

4.幹事校の選出(規約第7条)

「幹事校」へ立候補・推薦する大学に挙手を求めるがなかった。

議長より、 『幹事校」の準備会会合案として、 「大阪大学J r大阪市立大学J r大阪府立

大学J r関西大学J r関西学院大学J r神戸大学J r神戸常盤大学J r同志社大学J r立

命館大学J r龍谷大学J r和歌山大学J (11校)が提案され、承認された。

5.常任幹事校の選出(規約第8条)
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議長より、 「常任幹事校」の準備会会合案として、 「大阪大学J r大阪市立大学J r神戸

大学J r同志社大学J r立命館大学J (5校) が提案され、承認された。

6.監査役の選出(規約第9条)

「幹事校」へ立候補・推薦する大学に挙手を求めるがなかった。 議長より、 「監査役」の

準備会合案として、 「大阪工業大学J r近畿大学J (2校)が提案され、承認されたロ

7.任期の決定(規約8条)

任期は、平成20年4月26日から代表幹事校4年、常任幹事校4年及び幹事校2年とすることと

なった。 幹事校については、半数交代制とする。ただし、規約施行の最初の任期は、 2年

及び3年の幹事校を設けることとなった。

8.協議会への入・退会(規約第4条)

本設立総会において、一括承認された。なお、本日の総会以降、入会を申し出る場合、ま

た登録内容の変更や退会については、届出書を事務局に提出し、幹事会で審議されること

を確認した。

5.会費について(規約第5条)

議長より、年会費1校あたり2万円とすることを提案し、承認された。

会費は、事務経費、イベントの実施、資料等の経費として執行予定

イベント参加などのために参加校(者)から実費を徴収する場合もある。

4年制/短期大学の法人母体が同じである場合、基本的には登録が別であれば会費をそれ

ぞれの法人から支払うことが承認されたロまた、一括して扱いたい場合、協議会事務局に

連絡すれば次回の幹事会で審議されることが確認された。

6.その他

本年度の活動方針等について、意見交換が行われた。

・幹事校が一方的に方針をたてるのではなく、ニーズを吸い上げて考えていきたい。

(以後、議事録省略)
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表 1 会員校名リスト 2009年 2月 16日現在、 118校 (106法人*)

藍野大学、芦屋女子短期大学、池坊短期大学、追手門学院大学、。大阪大学、大阪青山大学、大阪

医科大学、大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部*、大阪教育大学、大阪キリスト教短期大学、大

阪経済大学、大阪経済法科大学、。大阪工業大学、大阪国際大学、大阪産業大学、大阪歯科大学、

大阪樟蔭女子大学、大阪樟蔭女子大学短期大学部、大阪商業大学、大阪女学院大学、。大阪市立大

学、大阪成媛大学、大阪成嬢短期大学、大阪総合保育大学・大阪城南女子短期大学*、大阪体育大学、

大阪電気通信大学、。大阪府立大学、大谷大学・大谷大学短期大学部合、華頂短期大学、。関西大学、

関西医科大学、関西医療大学、関西外国語大学、関西看護医療大学、関西福祉科学大学、。関西学

院大学、 o畿央大学、。京都大学、京都医療科学大学、京都外国語大学・京都外国語短期大学合、京

都学園大学、京都教育大学、京都光華女子大学・京都光華女子大学短期大学部へ。京都産業大学、

京都女子大学・京都女子大学短期大学部、京都市立芸術大学、京都精華大学、京都造形芸術大学、

京都ノートルダム女子大学、京都文教大学、京都薬科大学、。近畿大学、甲子園大学・甲子園短期

大学へ甲南大学、甲南女子大学、。神戸大学、神戸海昼女子学院大学、神戸国際大学、神戸松陰女

子学院大学、神戸女子大学、 o神戸女子短期大学*、。神戸親和女子大学、。神戸常盤大学、神戸薬科

大学、神戸山手大学・神戸山手短期大学合、堺女子短期大学、滋賀大学、滋賀医科大学、。滋賀県立

大学、滋賀短期大学、滋賀文化短期大学、四僚畷学問短期大学、四天王寺大学・四天王寺大学短期

大学部へ夙川学院短期大学、聖泉大学、聖母女学院短期大学、。摂南大学、相愛大学、帝塚山大学、

天理大学、。同志社大学、同志社女子大学、常磐会学園大学、長浜パイオ大学、奈良教育大学、奈

良産業大学、奈良女子大学、奈良文化女子短期大学、。羽衣国際大学、花園大学、阪南太学、東大

阪大学、東大阪大学短期大学部、。姫路猫協大学、兵庫大学、兵庫教育大学、びわこ成蝶スポーツ

大学、。悌教大学、平安女学院大学、武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部合、桃山学院大学、

。立命館大学、。龍谷大学・龍谷大学短期大学部*、流通科学大学、。和歌山大学、和歌山県立医科大

学、和歌山信愛女子短期大学

。発起人校脅同一法人組織である大学と短期大学(部)が、単一の機関として入会
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「関西地区 FD連絡協議会」規約

平成 20年 4月 26日

関西地区FD連絡協議会総会決定

第 1章総則

(名称)

第 1条 この協議会は、関西地区FD連絡協議会(以下「協議会」という。)と称する。

(目的)

第 2条協議会は、関西地区の大学及び短期大学(以下「大学等」という。)が連携して、教育

改善・ FD(ファカルティ・ディベロップメント)を推進することを目的とする。

(活動)

第3条協議会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。

①情報の交換・共有に関すること

②相互研修に関すること

③その他協議会の目的を達成するために必要な活動に関すること

第2章会員校

(会員校)

第4条 関西地区の大学等で協議会の目的に賛同するときは、協議会の会員校になることがで

きる。

2 協議会へ入会するときは、幹事会に所定の届出を行い、承認を得なければならない。

3 協議会を退会するときは、協議会の事務局に届け出なければならない。

(会費)

第5条会員校は、協議会の定めるところにより、毎年会費を納めなければならない。

第3章組織

(総会)

第6条協議会は、原則として毎年 1回総会を開催する。

2 総会は、全会員校をもって構成する。

3 各会員校は、当該会員校を代表して総会に出席する者 1名をあらかじめ登録しなければな

らない。但し、会員校に所属する他の者が、あらかじめ登録した者を代理し、又は総会に陪

席することを妨げない。

4 総会は、次の事項を審議する。

①会費に関すること

② 年度ごとの活動方針、活動報告に関すること(予算、決算報告を含む)

③ 代表幹事校、幹事校及び監査役の選出に関すること

④ 規約の改正に関すること

⑤ その他重要な事項

5 前項に定めるもののほか、総会の議事の運営に関し必要な事項は、総会で定める。
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6 総会は、会員校の半数以上が出席しなければ、開会することができない。

7 総会の議事は、出席の会員校の過半数をもって決し、可否同数の時は、議長校が決する。

(代表幹事校及び幹事校)

第7条協議会に代表幹事校 1校及び幹事校 10校程度を置く。

2 代表幹事校及び幹事校は、会員校の中から、総会での互選により選出する。

3 代表幹事校は、総会及び幹事会を招集し、議長校となる。

(幹事会)

第8条協議会に幹事会を置き、代表幹事校及び幹事校で構成する。

2 代表幹事校を補佐するため、幹事会での互選により、 5校以内の常任幹事校を選出する。

3 代表幹事校及び常任幹事校の任期は4年とし、その他の幹事校の任期は 2年とする。ただ

し、いずれも再任を妨げない。

4 幹事会は、次の事項を審議する。

① 常任幹事校の選出に関すること

② 協議会の活動に係る企画立案に関すること

③ 協議会への入会及び退会に関すること

④ 総会の議案に関すること

⑤ 協議会の運営に関すること

⑥ その他重要な事項であって、緊急に決定を要すること

5 幹事会が前項第6号の規定による決定をした場合には、総会その他の方法により、会員校

に速やかに報告し、承認を受けなければならない。

6 幹事会は、必要と認めるときは、幹事校以外の会員校又は者を出席させて、説明又は意見

を聴くことができる。

7 幹事会の運営については、この規約に定めるもののほか、幹事会で別に定める。

(監査役)

第9条協議会に監査役2校を置く。

2 監査役は、会員校の中から、総会での互選により選出し、会計を監査する。

3 監査役の任期は、 2年とする。

(ワーキング・グループ)

第 10条協議会の業務を遂行するため、ワーキング・グループを組織することができる。

2 ワーキング・グループの組織、運営等については、幹事会で別に定める。

(事務局)

第 11条協議会の事務局は、代表幹事校及び常任幹事校のいずれかに置く。

2 代表幹事校及び常任幹事校は協力して事務局の運営にあたる。

附則

1 この規約は、平成 20年 4月 26日から施行する。

2 この規約の施行後最初の代表幹事校、常任幹事校、幹事校及び監査役の任期は、総会で別

途定める。
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m-B.組織と実施体制

本協議会の組織図を図 1に示す。前節で述べたように、設立総会において、本協議会の組織

体制が承認され、代表幹事校1校、常任幹事校5校、幹事校11校、監査役2校の担当校がそれぞ

れ承認された(表1)。また、事務局は代表幹事校の京都大学が担当することが決定した。

本協議会の活動を推進するため、初年度は5つのワーキンググループ(以下、 rWGJと略す)

を設置している。これらのWGの組織や運営については、幹事会で定められることになってい

る。各WGは、必要に応じていくつかの会員校が協力して活動を進める。 5つのWGとは、 rFD 

情報支援WGJ rFD共同実施WGJ rFD連携企画WGJ r広報WGJ r研究WGJである。 FD

情報支援W Gは、会員校のFD実施に関する情報の収集や提供をおこなうとともに、会員校のFD

活動に関する情報を収集・集約し、協議会ホームベージ上に公開する。また、講演講師、シン

ポジウム・ワークショップのプログラムに関する情報支援をおこなう。 FD共同実施WGは、教

育改善活動の質の向上、効率化をはかるため、会員校が共同して、初任者研修の共同企画・実

施やFD講演会等の共同開催などを支援する活動をおこなう。 FD連携企画WGは、共通のテー

マを抱える会員校が連携し、協働して問題に取り組む。たとえば、特定のテーマに関するシン

ポジウムの企画・開催をおこなう。広報WGI士、ニュースレターやホームベージの作成、維持

管理など、協議会に関する広報活動をおこなう。研究WGは、会員校が共同して研究すべき課

題に関する企画・推進をおこなう。また、授業評価研究サブグループ (SG)、Web公開授業

研究SG、出欠確認SGなどの企画・運営をおこなう。これらWGの活動については、 ill-Dで詳

細に述べられている。

各WGには、円滑な運営のために、数校の幹事校によって構成される「部」が設置されてい

る(表 2)。その担当幹事校のなかから、 WGの責任校1校が定められ、 WGの活動を統括する

と共に、代表幹事校や事務局と連携しながら、 WGの業務を企画・実施し、幹事会に活動状況

を報告することになっている。幹事会は、 WGの企画を協議し、承認すると共に、必要な支援

措置を行い、 WGの業務運営の円滑化をはかる。
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関西地区FD連絡悔檀会
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間情融.. ・s 同志位大学・大臣府立大学京都大学

m 共同案量調 大軍大学耐田圃字離大学京揮大学

'"遁場8金町前 立命崎文字ー圏西文字神戸常量文学京事大学

広 o • 大E市立大宇和軍山文字京都大学
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-開制限紘肌哨岨{描聞が即賓とし叩わる
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m-c.幹事校会譜

2008年度におこなわれた2度の幹事校会議の議事および資料について以下に挙げる。議事次

第およびO印を付した資料は、本節資料として示す。

1 .幹事会 (2008年度第1固)

日時:平成20年6月13日(金) 15:00~ 

場所:京都大学総務部大会議室(事務本部棟5階)

議題:

l.常任幹事校の確認について

①常任幹事校の確認について

②幹事校の任期について

2.協議会への入会等について

①短期大学(部)を併設する大学の取扱いについて

②新規入会について

3.平成20年度活動方針について

①設立総会アンケート結果について

②活動方針について

③ワーキング・グループに関する申合せ(案)について

4.平成20年度予算について

①会費の徴収について

②平成20年度予算書(案)について

5.その他

(配付資料)

O資事ト1 関西地区FD連絡協議会幹事会出席者名簿

資料-2 関西地区FD連絡協議会規約

資料-3 関西地区FD連絡協議会議事録(案)

資料」 関西地区FD連絡協議会幹事校一覧

資料-5 関西地区FD連絡協議会会員校・大学連絡先一覧

資料--6 入会届

0資料ー7 関西地区FD連絡協議会設立総会アンケート結果

資料--8 関西地区FD連絡協議会2008年度活動方針(案)
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資事ト9 fFD活動に関する資料・情報提供のお願い」に関する協力依頼

資事ト10 規約第10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ(案)

O資事ト11 関西地区FD連絡協議会会費取扱要領(案)

資事ト12 平成20年度関西地区FD連絡協議会予算書(案)

資料 13 関西FDホームベージ掲載のFAQ(案)

2.幹事会 (2008年度第2回)

日時:平成20年7月18日(金) 15:00-

場所:京都大学時計台記念館会議室m(2階)

議題・

1.平成20年度活動計画について

2.その他

①協議会への入会につb、て

②関西FDホームページ掲載のFAQ(案)について

③次回、幹事会開催予定

(配付資料)

O資料1 関西地区FD連絡協議会幹事会出席者名簿

資料2 関西地区FD連絡協議会幹事会議事録(菊 一平成20年6月30日開催-

O資料3 規約第10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ

0資料4 FD情報支援WG活動予定報告

0資料5 FD共同実施ワーキング・グループ計画案

0資料6 FD連携企画ワーキング・グループ (WG)2008年度計画案

。資料7 広報ワーキング・グループ (WG)活動案

0資料8 研究ワーキング・グループ (WG)2008年度活動計画案

資料9 入会届 (1校)

資料10 関西地区FD連絡協議会ホームページ掲載のFAQ(案)

(田中毎実、酒井博之)
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Ⅲ－C. 付録

関西地区 FD連絡協議会幹事会

議事次第(第 1回)

日時:平成20年 6月13日(金)15:00-

場所:京都大学総務部大会議室(事務本部棟5階)

議題:

(配付資料)

1 常任幹事校の確認について

①常任幹事校の確認について

②幹事校の任期について

2 協議会への入会等について

①短期大学(部)を併設する大学の取扱いについて

②新規入会について

3 平成20年度活動方針について

①設立総会アンケート結果について

②活動方針について

③ワーキング・グループに関する申合せ(案)について

4. 平成20年度予算について

①会費の徴収について

②平成 20年度予算書(案)について

5目その他

資事ト1 関西地区FD連絡協議会幹事会出席者名簿

資事ト2 関西地区FD連絡協議会規約

資事ト3 関西地区FD連絡協議会議事録(案)

資事ト4 関西地区FD連絡協議会幹事校一覧

資事ト5 関西地区FD連絡協議会会員校・大学連絡先一覧

資事ト6 入会届

資事ト7 関西地区FD連絡協議会設立総会アンケート結呆

資事ト8 関西地区FD連絡協議会 2008年度活動方針(案)

資事ト9 fFD活動に関する資料・情報提供のお願いIに関する協力依頼

資事ト10 規約第 10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ(案)

資事ト11 関西地区FD連絡協議会会費取扱要領(案)

資事ト12 平成 20年度関西地区FD連絡協議会予算書(案)

資事ト13 関西FDホームベージ掲載のFAQ(案)
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Ⅲ－C. 付録

関西地区 FD連絡協韓会幹事会(第1回)出席者名簿

平成20年6月9日現在

幹事会出席者
幹事校名 備考

部署名 役職 職種 氏名

大 阪 大 学
大学教育実践

主 任 教 授 早 回 幸 政 常任幹事枝センター

大阪市立 大学
大学教育研究

副 所 長 教 授 矢 野 裕 俊 常任幹事故
センター

大阪府立 大学
組合教育研究

主 任 教 授 高 橋 哲 也
機 構

関 西 大 学
学事局教務セ

次 長 稲 田 豊
ン タ ー

関西学院 大学 理工学部 教務部長 教 授 矢 倉 達 夫

大学教育
大学教育支

神 戸 大 学
推進機構

援研究推進 教 授 米 谷 淳 常任幹事枝

室 長

神戸常盤大学 看護学科
FD委 員 会

教 授 江 上 芳 子
委員長

同 志 社 大 学
教育開発

所 長 教 授 山 田 キ:L 子 常任幹事枝
センター

立 命 館 大 学
教育開発推進

教 授 安 岡 高 志 常任幹事按
機 構

H 11 
教育開発支

課 長 烏 井 真 木
援 課

情 谷 大 学 大学教育開発
センター長 教 授 松本和一郎

龍谷大学短期大学部 センター

和 歌 山 大 学
授業評価改善

委 員 長 教 授 菊 )11 恵推進部会

京 都 大 学
高等教育研究

センター長 教 授 田 中 毎 実 語長枝(代表幹事枝)開発推進センター

H H 教 授 大 塚 雄 作

11 H 准教 授 田 口 真 奈

11 H 准教 授 酒 井 博 之

11 教育推進部 部 長 呈 見 朋 香
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Ⅲ－C. 付録

関西地区FD連絡協議会設立総会アンケート結果
※回答者数:88名(%は回答者数に占める割合)

問1会員校支媛事業 (関心のある項目，複数回答可)

A広報誌・ホームページによる情報の発信

度数 9も

1他大学のFD実践 79 89.8 
2高等教育政策動向 -!9 55.7 
3. FD講師による寄稿 35 39.8 
4. FDイベントスケジュール 50 56.8 
5その他(自由記述) 4 4.5 

B. FDIこ関する講師の紹介

度数 早也

1授業評価アンケート 50 56.8 
2初年次教育 47 53.4 
3学生支媛 -13 48.9 
4専門分野別講師派遣 32 36.4 
5スタyフ・ディベロップメント 39 44.3 
6その他(自由記述) 8 9.1 

C.他大学におけるFD実践の見学

度数 号も

1綬業公開 58 65.9 
2大学院生研修 11 12.5 
3. TA研修 19 21.6 
4初任者研修 43 48.9 
5事務職員研修 38 .，13.2 
6.ICT活用に関する研修 26 29.5 
7その他(自由記述) 3 3.4 

問2 会員校連携事業(関心のある項目。複数回答可)

度数 号色

1授業評価 -!1 -!6.6 
2ユニバーサル化時代の

40 45.5 
学生への対応

3教育評価とFD 60 68.2 
4スタyフ・ディベロップメント 32 36.4 
5大学教員研修(TA研修，

-15 51.J 
プレFD，初任者研修)

6学生参画型FD 27 30.7 
7その他(自由記述) 2 2.3 

.1-Mその他」の記述

. FD資料集

・情報教育の国際動向{特にアメリカ)
.深海魚対策

.1日「その他」の記述

-メンヲルヘルス、教養教育のあり方

'FDの理念や各学部のFDの取組

FD~平価
.キャリア教育

・実務家、社会人教養に関するFD
-成績評価基準の暗示(GPAも含めて)
.評価基準

.1-Crその他」の記述

-実務家、社会人教養に関するFD
.教員研修(初任者でなく古手)

-初任者のみならず教育対象の研修等

.rその他』の包述

. FD縫進者に対する研修

.認証評価対策

問3 他大学とi重傷して取り組みを推進したい項目 (複数回答あり)

度数 % 

1.授業評価 28 31.8 
2ユニバーサル化時代の

31 35.2 
学生への対応

3教育評価とFD 37 -12.0 
4スヲッフ・ディベロップメント 26 29.5 
5.大学教員研修(TA研修4

36 40.9 
プレFD初任者研修)

6学生参画型FD 16 18.2 
7その他(自由記述) 。 。。
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Ⅲ－C. 付録

間4 他の会員枝に公開可能なFD実践
.幾つかの公開講座、学生による自主講座

・共通教育賞受賞者の捜業公開内容の(公開)公演

.公開捜業・討論会、全学 FDワークショップ

-授業公開は年 2階実施。現在は学内のみ公開ですが今後は広〈公開予定。

・本年 4月に教員対象の『授業の方法入門編』研修を開催。好評で定例化してほしいとの要望が強いの

でシリーズ化して実施予定。本学の了解が得られれば公開も可能。

・『ことlまと表現J(日本語技法)担当者による実践報告

-ワークショップ形式の FD研修会(8月)授業公開

• 2007年特色 GP採択の全学的公開授業制度(オープンクラスウィーク制度)とそれを支えるシステム。

昨年度、他大学の多様な制度にも対応しうるシステムを開発。今年度前期に運用、チェックし夏以降他

大学に提供できる予定。他にもお手伝いできることがあると思う。

• FDフォーラム(講演会、パネルデイスカッション)、まだ公開は難しいがrSAと教員による意見交換会」

.現状ではこれからの取り組みの状況。他大学の参考や本組織を利用して本文学でも前進することを希

望。

・FD委員会を立ち上げて 3年なので昨年から活動を開始。どのような活動が必要か、教員への啓発を

検討中なので FD先進校を見学希望

間5 そのほか，本会の活動への要望
・芸術系、体育系など実務系大学問でグループを結成、 FD研究と実践の交流希望

.単科太学との交流、特に我々のような芸術系の太学の活動についての情報提供

• FDは大学ごとに独自のものがあるとはいえ推進者、担当者が知識・技能・態度において持っておくべき

共通のものがあると思う。各大学の FD推進者・担当者に対する研修プログラムがあると助かる。

・公開授業、研究会の講師派遣

・「教員個々がやる気をだす FDJについての情報交換

-個別・グループ・全体のメリットを明確に。教育学出身者以外に教育学の基本を。教員及び学生のメンタ

ルヘルスケアの情報交換を。

• FD推進における事務職員(教員以外)の位置づけ、役割について

• FD I立教員の授業改善・評価が中心であるが学生自身の捜業の取組状態を学生側からの意識も含め

て調査し(各大学で)それを比較しながら FDの実質化ができないか?GPAや捜業改善・評価アンケ

ートの標準書式(共通)ができないか?

-学内スタッフ研修、 FD推進事業等の講師派遣

.基礎学力を振興するための四活動強化希望

・研究が優れているものをいかに教育に反映させるかの実践について。教育、研究を二分することはもは

や無意味なので。

・すぐれた授業(公開講座)のリスト及びビデオなどの紹介(教員の FD研修会で使用)

.本日の公演のような企画希望

・コンソーシアム活動(京都、兵庫、南大阪)と本協議会の関係はどうなるのか?

. 4年生大学として完成年度になるのでアドバイスをお願いしたい

-関西地区以外の情報についても提供希望

-きめ細かい情報発信

・情報提供

・さまざまな連携

・今後の事業に期待

.実のある活動になるように努力したいしそのように進めてほしい



－ 158 － － 159 －

Ⅲ－C. 付録

関西地区 FD連絡協議会 2008年度活動方針(案)

1.活動の実施体制

関西地区 FD連絡協議会(以下、協議会)では、規約 10条により、協議会の業務遂行のためにワー

キング・グループ(以下、 WG)を組織することができ、その組織・運営等は、幹事会で定めること

となっている。そこで、設立総会時に示された活動方針に従って、本年度は、 fFD情報支援WGJ、

fFD共同実施WGJ、 fFD連携企画WGJ、 「広報WGJ、 「研究WGJの5つの WGを協議会

に置くこととする(別紙「規約第 10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ(案)J参照)。

WGは、必要に応じて、いくつかの会員校が参加して活動を進めるが、その運営を円滑に行うため

に、 「幹事会」に、それぞれの WGを支援する「部」を設置する。

「部」は、幹事校数枝、及び、代表幹事校で構成され、担当幹事校の中から WGの責任校を定める。

責任校は、代表幹事校、事務局と連携しつつ、 WGの業務を企画(計画・予算等) ・実施し、幹事

会に WGの活動状況等を報告する。

幹事会は、 WGの企画を協議し、承認する(メール等による持ち回り協議・議決も適宜行う)と共

に、必要な支援措置を行い、 WGの業務運営の円滑化を図る。

2.2008年度活動の計画概要

設立総会時に示された、協議会の活動方針の概要は、以下の通りである。

①会員校玄聖業務 → m情報支援WG
FDに関する情報の収集と提供活動を行う。例えば、総会時アンケートでは、各大学の FD動向

に関わる情報、 FD研修会の招聴講師に関わる情報などのニーズが見られ、それに対応し得る情

報提供支援業務を行うことが考えられるロ

②会員校基閉業務 → m共同実施WG
個々の大学ごとに、同様の FDの取組(初任者研修・ FD講演会など)を別個に行うことは、非

効率である場合もあり、そのような際に、大学が共同してそのような取組を実施することで、効

率を上げるばかりでなく、質の高い取組にしていくことが考えられる。

③会員校連携業務 → m連携企画WG
協議会には多様な大学が参加しており、また、一つの大学にあっても、多様な学部等が含まれて

おり、 FDの具体的な課題はそれぞれで具なってくることも少なくない。そこで、 「学力の多様

化」、 「学生のメンタルヘルス」、 「授業評価」、 「英語教育」など、共通テーマを定めて、そ

のテーマに関心のある大学が連携して、シンポジウムを企画・実施するなどのことが考えられる。

④広報業務 → 広報WG
協議会の活動や、参加大学の FDの動向、文部科学省の政策動向などの諸情報を収集し、ニュー

スレター及びホームベージに掲載して、協議会の活動の PRを行うと共に、 FD関連情報の共有

化を図っていくことが考えられる。

⑤研究業務 → 研究WG
FDに関する研究テーマに関して、研究グループを適宜構成して、各大学が有する研究情報の交

換、共同研究の推進、研究成果に基づくワークショップ等の開催などを行う。例えば、 「授業評

価研究グループ」を設置し、授業評価に関する研究的交流を深めていくことが考えられる。
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3.幹事枝の 2008年度WG分担について

規約 10条に基づき、 「ワーキング・グループに関する申合せ(別紙参照)Jを確認し、 2008年度

の幹事校の分担を定める。

①FD情報支援WG: 情報の収集と提供活動

②FD共同実施WG: 初任者研修等合同実施

③FD連携企画WG: 共通テーマ別シンポジワムの企画・実施

④広報WG: ニュースレター及びホームページ

⑤研究WG: 授業評価研究グループ等の運営

【参考】関西地区 FD連絡協議会の 2008年度活動日程の概要案

2008年 4月26日 設立総会で活動方針案承認

6月13日 幹事会で活動計画案承認

6~ 7月 各W Gの活動計画・予算案立案

6~ 7月 京都大学高等教育研究開発推進センターによるFD情報収集

6~ 7月 各W Gの活動計画・予算案立案

8月 ニュースレター発行(広報WG)

8~ 9月 必要に応じて各WGの会合

8~12月 ホームページ開設準備(広報WG・支援WG)

9~11月 第2団幹事会

11月頃 関西FDシンポジウム等の開催(連携WG・研究WG等)

11~12月 ニュースレター発行(広報WG)

12~ 2月 必要に応じて各WG会合

12~ 3月 大学連携グループ等の形成(連携WG)

2009年 1月 関西FDワークショップ等企画実施の検討

3月 関西FDワークショップ等の実施(共同WG等)

(3/19+3/'20・21)京都大学大学教育研究フォーラム

4月上旬 第3団幹事会

4月下旬 2009年度関西FD総会

以上の想定される WGの業務に関して、具体的なイメージを掴むために、 r 1. r総会配付資料の

図」と rWG組織図案」の異同」、 rII.関西 FDワーキング・グループ活動計画のイメージ案」を、

以下に「参考資料」として示す。
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-参考資料

1. r総会配付資料の図』と rWG組織図案」の異同
(8)総会配付資料 (活動方針として提案・意見交換・議事録案 r6.J参照)

h.--{ 
Hj ( 

事務局代表幹事校 (1)

監査役 (2)常任事宇事校 (5)

会員校

研究部調査広報部
FDプログラム

企画実施支援部

⑤研究象画
FD酔価主どに関する組雄的研究回避
行と宜櫨

I~胡輔ホムページ作成.広報誌発行

|…企…は…舵悶える仕肘 II 
実体化する制度として、つまり関西地区の人的責滋・知的資議をお互 II 
いに有効活用して各校の自主的なli!lプログラムの開発と実施を主盛す II 
る制度として考える I

①会員俊寛置象檀
FD関連情報由提供‘会員植FD企画
への主掴{踊漬者ー企画者自情報担供

など)
②会員桂共同象薗

初任者研修.1量象評価有志どの共同実
施
③会員桂量檀舞踊

問題別{たとえば学生田学力的多織化

‘学カ由低下などへの対!fi.個別ディ
シプリンごと田問阻への対処主ど}のシ

ンポジウム開催.シンポジウム・加世
豊中心にワーキンゲゲルーブを組組し
てその活動を主掴

(b)WG組織図案
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n.関西FDワーキング・グループ (WG)活動計画のイメージ案

①FD情報支援WG計画イメージ一一FDに閲する情報の収集と提供

(1)講演・ワークショップなどの講師情報

》各大学で開催する講演会・ワークショップ等の講師候補者の情報を必要に応じて提供する。

〉個人情報に関わるため、講師名などのリスト自体は公開せず、問合せに対して比較的即時的
に情報提供可能な窓口をホームページ上、あるいは、メール対応などの形で設置する。

(2)活動指針

》京都大学高等教育研究開発推進センターにおいて実施する rFD活動に関する資料・情報提供
のお願い(別紙案参照)~で得られた情報、及び、個別の問合せで要請される情報等を整理
するところから始める。

〉各会員校からの支援ニーズを把握しつつ、有効な情報提供システムの確立を図る。

・関西地区大学 WFD活動に関する資料・情報提供のお願い』調査について
>> rFD活動に関する資料・情報提供のお願い』として、各大学の FD関連の資料等の収集を主

眼とする調査を実施する。
》調査の実施主体は、調査費用、データ管理責任、収集データの整理・分析等の点で、京都大

学高等教育研究開発推進センターとする。
〉関西地区FD連絡協議会(以下、関西 FD)は、その調査の実施に協力し、収集された資料・

データを、教育改善に向けての研究や研修のために活用すると共に、それらの資料及び分析
結果等を、ホームベージや報告書などを通じて、協議会で共有する。

②FD共同実施WG計画イメージ一一初任者研修等の合同実施

(1)初任者研修合同実施の意義
>>FD義務化に向けて、初任者研修の実施は各大学が共通して、直面する課題である。初任者の

人数は大学によっては少人数であることもあり、共同で実施するメリットがある。

(2)活動内容
〉関西 m 加盟校の全新任教員 (JuniorFacultyに限定)を対象とした「初任者研修」を関西

FD主催で実施する。
》関西m 加盟校は、各大学において実施する初任者研修のプログラム作成を支援する。

(Junior Facul旬、異動による新任教員が対象、個別大学の実情にあわせたプログラム開発
の支援)

(3)活動指針
》単なる Howtoにとどまらないような、理論的背景を踏まえたプログラムにする。ノレーティン

化していくことをめざすが、同時に、形骸化したプログラムにならないような体制づくりを
念頭においですすめる。

③FD連携企画WG計画イメージ一一共通テーマ別シンポジウム等の企画・実施

(1)共通テーマ別シンポジウムの目的
》闘西地区の大学のうち、互いに共通するテーマ(問題別、アプローチ別、ディシプリン別な1::')

を抱える大学が集まり、シンポジウムなどで議論し合うことを通して、必要に応じてワーキ
ンググループを構成し、協働で問題への対処に取り組んでして。

[テーマ例]

・問題別. 学力の多様化、学力低下、授業不成立、学生のメンタノレヘルス など

-アプローチ別・ 授業評価(アンケート型、それ以外)、成績評価、 SD(事務職員研修)、
学生参画型FD、障害学生支援、プレFD(TA研修、院生研修)、 PBL
(Problem-based Learning， Project-based Leaming)、初年次教育、日

テラシー教育(アカデミック・ライティングなど)、授業への ICT利用
など

・ディシプリンjJlj 芸術系、体育系、医療系、語学系 など

(2)活動指針

〉一回限りのイベントではなく、継続的に情報交換しながら、協働的に教育改善・ FDを進める
ための緩やかなコミュニティ形成を支援するロテーマの一般化を急がず、できるだけ各大学
のローカリティにねざしたコミュニティとなるようにする。また、できるだけ、まだ組織化
されていないテーマを掘り起こすようにする。

(3)活動手順

])特定のテーマについてシンポジウムを開催する
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*咋年度実施した fFDに闘する実態とニーズ調査」をふまえ、ニーズの高かったテ
ーマをとりあげる

2)シンポジウム参加校を中心に、いくつかのグループを形成する

3)グループは、関西 FDのHP・会報や大学教育研究フォーラム等で活動報告を行う

4) 毎年、J) ~3) を繰り返しながら、大学関連携を拡大・進化させる

④広報WG計画イメージー-ユースレター及びホームページ等

(1)ニュースレターについて

>>タイトルは「関西地区 FD連絡協議会ニュースレター第O号」とする
》年2回発行とし、ニュースレター 1 (6月)は総会・ワークショップの報告が、ニュースレター

2 (11月)では連携イベントの報告などを中心に記事を作成・収集する(第1号はs月頃発行?)

〉ニュースレターの送付先は全会員校とする

》・ A4で 8頁程度の冊子とし、 6月のニュースレターは別冊として会員校一覧と規約を配布す

る

[コンテンツ案]

・設立総会報告 ・寄稿(1-2校に依頼)

・事務局より(会費納入のお願い、振込先、各種届けの案内

・別冊会員校一覧+規約

(2)ホームページ (HP) について

〉名称は、関西地区FD連絡協議会 (KansaiFaculty Development Association)とする

》ドメイン (http://www.kansai-fd.org)を取得し、商用レンタルサーバーを利用する

[コンテンツ案]

・協議会概要 ・会員校リスト・組織 -活動記録(イベント、会議など)

-各種報告(講師派遣などの会員校からの報告)

-刊行物(報告書、ニュースレター) ・支援業務のための問い合わせフォーム

• FAQ (別紙参照) など

⑤研究WG計画イメージ一一担業評価研究グループ等の設置・推進

(1)授業評価研究G設置の意義と目的
〉闘西m連絡協議会において授業量訓面ワークショップを行った実績を踏まえ、研究WGの下に授業

評価研究グノいープ(砂開G)を立ち上げる。
>>ワークショップの成果をはじめ、各大学での授業評価に関わる研究知見などを協働で検討すること

を通して、授業評価の活用に関わる研究観点を浮き彫りにすると共に、授業評価の実践と活用に有
用な情報を共有していく。

〉授業評価研究Gをコアとして、闘西FD企画の「連携プログラム」と連動させながら、授業評価研
究コミュニティの形成を目指す。

(2)活動内容
〉授業評価研究Gは、年間数回の会合において、授業評価に関わる情報交換、研究課題などの議論を

行う。
〉授業評価研究Gの成呆は、関西m連携業務の一環として開催されるシンポジワム、京大「大学

教育研究フォーラム」などの場を活用して、ワークショップ、公開研究会、シンポジウム等を企画・
実施する。

》授業評価研究G会合は頻繁には開けないと思われるので、メーリングリストなどにより、意見交換、
情報交換の場を設定しておくロ

〉闘西 FD会員校には、 HP、メーリングリストなどにより、適宜、情報配信する。
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関西地区印連絡協議会会費取扱要領(案)

平成 年 月 日幹事会確認

1.会費

①本協議会の会費は、会員校l校あたり年20，000円とする。

②代表幹事校の指示に従い、指定された銀行、方法により振り込むものとする。

2.会費の使用途

本協議会の会費の使用途は、下記のとおりとする。

d3b2ζ h 費 内 訳

旅 費 旅費

謝 金 謝金

事業推進費 消耗品費、借料・損料、印刷製本費、通信運搬費、会議費、交通費

そ の 他 その他幹事会が認めた経費

【旅費】

本協議会が開催するイベントへの講師派遣等に伴う旅費について、支出するこ左ができ

る。旅費の交通費、宿泊費及び日当は、代表幹事校大学の会計規程等に基づき行うものと

する。

I謝金】

本協議会の事業を遂行するための専門的知識の提供、情報収集、資料整理(テープ起こ

し等含む)等について協力を得た人に対する謝礼に必要な経費である。謝金の単価の算定

は、代表幹事校大学の会計規程等に基づき行うものとする。

【事業推進費]

本協議会の事業を遂行するために必要な事業推進費として、以下の経費を使用すること

ができる。

①消耗品費

事務用の消耗品、事業活動用の消耗品、その他の消耗品の代価。

②借料・損料

会議・会場の借料、物品等使用料及び損料、車両等の借り上げ等。

③印刷製本費

会議資料、報告書、テキスト、パンフレット等の印刷製本に係る経費。

④通信運搬費

郵便料、電話料、データ通信料、物品運搬料等ロ

⑤会議費

本協議会の事業として行われる会議・イベント等に係る飲み物代(ベットボトル程度)、

定期総会(年 1回)開催時に行う情報交換会の経費等。

⑥交通費

旅費に該当しない近距離の交通費又は乗車の回数券等
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【その他】

上記の経費以外で、本協議会を遂行するために必要な経費がある場合は、幹事会の承認

を得ることとする。

3.その他

①会費の会計年度は、毎年4月 1日から 3月 31日とする。

②会費及びその使用途について疑義が生じた場合は、幹事会で協議するものとするロ
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関西地区 FD連絡協議会幹事会

議事次第(第2回)

日時:平成20年 7月18日(金)15:00-

場所:京都大学時計台記念館会議室m(2階)

議題:

(配付資料)

1.平成 20年度活動計画について

2.その他

①協議会への入会について

②関西FDホームページ掲載のFAQ(案)について

③次回、幹事会開催予定.

資事ト1 関西地区FD連絡協議会幹事会出席者名簿

資事ト2 関西地区FD連絡協議会幹事会議事録(案) ー平成20年 6月 30日開催ー

資事ト3 規約第 10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ

資事ト4 FD情報支援WG活動予定報告

資事ト5 FD共同実施ワーキング・グループ計画案

資事ト6 FD連携企画ワーキング・グループ (WG)2008年度計画案

資事ト7 広報ワーキング・グループ (WG)活動案

資事ト8 研究ワーキング・グループ (WG)2∞8年度活動計画案

資事ト9 入会届(京都ノートノレダム大学)

資事ト10 関西地区FD連絡協議会ホームベージ掲載のFAQ (案)
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関西地区 FD連絡協議会幹事会(第2回)出席者名簿

平成20年7月17日現在

幹事会出席者

幹事校名
部署名 役職 職種 氏名

備考

大 阪 大 学
大学教育実践

教 授 山 成 数 明 常住幹事枝センター

11 
大学教育実践

准教授 ß~ 部 憲 児センター

大阪市立大学
大学教育研究

副所長 教 授 矢 野 裕 俊 申告幹事枝センター

大阪府立大学
融合教育研究

主 任 教 授 高 橋 哲 也機 構

関 西 大 学
全学共通教育

副機構長 教 授 池 田 勝 彦
推進機構

関西学院大学
総合教育

室 長 教 授 中 保 道 雄
研 究 室

11 
総合教育 教育技術

研究員 谷 田 薫
研 究 室 主 事

大進学教育
大学教育支

神 戸 大 学
推機構

援研究推進 教 授 米 谷 淳 常住幹事枝

室 長

神戸常盤大学 看護学科
F D委 員 会

教 授 1工 上 芳 子
委 員長

同 志社大学
教育開発

事 務長 角 谷 哲 史 申告幹事枝
センター

立命館大学 推教育開発
進機構 教 授 安 岡 高 志 常住幹事枝

11 H 
教育開発支

課 長 烏 井 虞 木
援 課

龍谷大学
教学企画部 次 長 伊勢 戸 康

櫨荘大学短期大学部

和 歌 山 大学 観光学部 教 授 出 口 竜 也

京 都 大 学
高等教育推研努
開発 進 センター長 教 授 田 中 毎 実 蝿長植{代表幹事技)
センター

11 H 教 授 大 塚 雄 作

11 H 教 授 松 下 佳 代

11 H 准教授 溝 上 慎

11 H 准教授 田 ロ 真 奈

11 H 准教授 酒 井 博 之

11 教育推進部 部 長 里 見 朋 香
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規約第 10条に基づくワーキング・グループに関する申合せ

平成20年 6月 13日

関西地区FD連絡協議会幹事会申合せ

第 1 規約第 10条に基づき、関西地区 FD連絡協議会(以下「協議会」という。)に、次

の5つのワーキング・グループを置く。

①FD情報支援ワーキング・グループ

②四共同実施ワーキング・グループ

③回連携企画ワーキング・グループ

④広報ワーキング・グループ

⑤研究ワーキング・グループ

2 各ワーキング・グループの業務は、次のとおりとする。

①m 情報支援ワーキング・グループは、各会員校でのFD実施に係る情報支援を行

ヲ。

②FD共同実施ワーキング・グループは、会員校が共同で実施する業務を行う。

③FD連携企画ワーキング・グループは、共通テーマのもとでの連携業務を行う。

④広報ワーキング・グループは、広報業務を行う。

⑤研究ワーキング・グループは、研究業務を行う。

第 2 各ワーキング・グループの運営を円滑に行うため、幹事会に次の 5つの部を置く。

①回情報支援部

②FD共同実施部

③回連携企画部

④広報部

⑤研究部

第 3 各部は、幹事会を構成する代表幹事校及び幹事校をもって組織し、幹事校の中から

責任校 1校を定める。

2 各部の事務は、協議会の事務局と連携しつつ、責任校が行う。

3 各部は、代表幹事校と連携しつつ、各ワーキング・グループの活動に係る企画立案を

行う。

第4 各部の責任校は、当該ワーキング・グループの活動内容について、幹事会へ報告す

る。

第5 この申合せは、平成20年6月 13日から実施する。
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2008.7.18 (金)

関西地区町連絡協誠会

FD情報支援問活動予定報告

山田礼子(同志社大学)、高橋哲也(大阪府立大学)、溝上慎一(京都大学)

1.関西地区m連絡協議会参加校の FD活動の調査

口 ホームベージでわかるものを調べる

=今 fFD関連リンク集J(http://www.bighedu.kyoto-u.ac.jp/picturesIFDlink.html)と同じデザ

インで、関西FDホームベージ上で公開

口 京都大学センターで WFD活動に関する資料・情報提供のお願い』調査を実施中 (2008.7段階)。

これを受けて、さらに参加校の FD活動の実態を把握する。

口 特色ある取り組みがなされている参加校については、聞き取り、訪問調査をおこなうこともある。

口 以上の活動は、関西FD参加校の FDの進捗状況を把握することにつながる。

2.講演講師、シンポジウム・ワークショップのプログラムに関する情報支援

口 情報支援の窓口を京都大学センターで担当する。関西 FDのホームページが開設された段階で、窓

口となるメールアドレス、電話番号を公開する。

口 講師名はリスト公開しない。

口 HP上で情報支援の内容カテゴリーを列記する。

口 できるだけ関西FDの参加校の相互貢献、相互情報交換となるように情報支援のしかたを考慮する。

口 ニーズを恒常的に聞くことで FD展開のカテゴリーが発展していく。あわせて、抜けている FD実

践の調査・研究の必要性も出てくる。それらは随時全体にフィードパックする。

以上



－ 170 － － 171 －

Ⅲ－C. 付録

FD共同実施ワーキング・グループ計画案

FD共同実施部構成校

関西地区FD連絡協議会常任幹事校大阪大学

関西地区FD連絡協議会幹事校関西学院大学

関西地区FD連絡協議会代表幹事校京都大学

FD共同実施ワーキング・グループ「活動方針J (2008年 6月 13日幹事校会議より)

会員校共同業務を行う。

「個々の大学ごとに、同様の FDの取組(初任者研修・ FD講演会など)を別個に行うことは、非

効率である場合もあり、そのような際に、大学が共同してそのような取組を実施することで、効

率を上げるばかりでなく、質の高い取組にしていくことが考えられる。」

活動の柱

1.初任者研修を共同企画・実施する

2 講演会を企画実施/共同開催する。

具体的活動内容

1 .初任者研修の共同企画・実施について

対象:関西地区 FD連絡協議会加盟校の全新任教員 (JuniorFacultyに限定、大学院生な

どでも、非常勤講師の職などに就いている場合は参加を認める方向)

活動計画:

第 1フェーズ 2008年 7月

情報収集 2009年 1月

第2フェーズ 3月

初任者研修 4月

プログラム作成
5月

2010年 2月

初任者研修の実施状況、担当者等の情報把握・分析

初任者研修担当者ワークショップの立案

参加者の募集、グループ分けなど

初任者研修ワークショップ実施(フォーラム前日、 19日)

上記において発掘したコアメンバーにより、「初任者研修

プログラム企画チーム」結成

初任者研修企画チームによる相互研修を定期的に実施

く内容>

「初任者研修」実施先発隊のプログラム実施への支援

先進校の「初任者研修」参観などを通じた相互研修

海外事例の紹介、必要となる理論についての勉強会

など

関西m 主催による初任者研修プログラム立案

参加者募集

第 3フェーズ 3月末初任者研修の実施(大阪大学にて)

プログラム開始 or 
4月 反省、第2回プログラムの立案

適宜、各大学独自の「初任者研修」実施のための支援、
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相互研修など

第4フェーズ 2011年 4月or 第 1回目の反省を踏まえた新規企画の実施

サステーナプル 5月 今後のルーティン化に向けた体制づくり

なプログラムへ

2.膚演会の企画実施/共同開催について

1)新規の企画実施を行う。

今年度は関西学院大学で企画・実施。

2)すでにある講演会を共催で行う。

すでに企画されている講演会などの情報提供を募り、関西地区FD連絡協議会の共催と

いう形をとるようにする。これにより、主催校は参加者の広く集めることが可能となり、

関西地区 FD連絡協議会としては共同実施業務の幅をもたせることができる。

具体的手順:講演会情報を得た場合に、関西地区 FD連絡協議会共催という文字を入れ

てもらうことを要請。 HPや間に合うようであればニューズレターなどへ

の掲載を、広報部に依頼する。



－ 172 － － 173 －

Ⅲ－C. 付録

【資料 :FD連携企画WG)

1.企画趣旨

rFD連携企画第1固シンポジウム』について

2008.7.18 幹事会

立命館大学、関西大学、神戸常盤大学、京都大学

関西地区FD連絡協議会の会員校が共通して抱える教育上の問題・課題について、連携

して取り組むためのスターティングポイントをつくる。

昨年度実施した fFDニーズ調査jでは、「他大学と連携して取り組みを推進したい項

目」として、「教育評価と FDJ(42.0%)、「大学教員研修J(40.9%)、「ユニバーサル化時

代の学生への対応J(35.2%)、「授業評価J(31.8%)などが上位にあがった。

このうち、「ユニバーサル化時代の学生への対応」や「教育評価と FDJは、 FD共同実

施部や研究部ではカバーされておらず、本FD連携企画部が取り組むべき独自の課題とい

える。

今回のシンポジウムでは、「思考し表現する学生を育てる」をテーマとして、大学問で

問題を共有し、その打開にむけて先進事例や研究成果に学ぶことを目的とする。さらに、

単に学ぶだけでなく、加盟校が連携しながら、それぞれの大学でFD(r授業の内容及び方

法の改善を図るための組織的な研修及び研究J) を実践していくための手がかりを与える

ことをもめざす。

「思考し表現する学生を育てる」ことは、一般教育でも専門教育でも掲げられる目的で

あり、今日いっそうの重要性をおびつつある。また、レポートを書かせたり発表させたり

することは、大学教育のもっとも一般的な教育方法・評価方法の一つであったし、これか

らもあり続けるだろう。ところが、学生は、大学入学以前に思考と表現の指導を受けた経

験がほとんどなく、学生レポートにはコピー&ベーストが横行している。一方、教員の側

も、思考し表現することの指導や評価について、経験則以上のものをもちえていない。こ

のような事態は、思考し表現する学生を育てようとする試みを無効化するばかりでなく、

情報倫理の点でも大きな問題である。

この教育課題は、一般教育・専門教育だけでなく、大学の学問分野や種別をこえ、国境

をこえて、多くの教員や学部・大学が共有しうる課題である。
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2.シンポジウム開催要項

(1)テーマ 思考し表現する学生を育てる一書くことをどう指導し、評価するか?ー

(2)日時 2008 年 11 月 ~12 月上旬、土曜または日曜の午後

(3)場所 立命館大学衣笠キャンパス

(4)参加費 会員校 円、非会員校 円

(5)タイムテーブル

*シンポジストの選出は個人的に取り組んでいるのではなく、組織としての取り組みの

手法や成果をもとに行う。可能であれば、シンポジストの一人は、事前にパイロット

校を選んで、今後の計画についてもあわせて報告する。

-シンポジウム 1 (50分)

・問題提起と事例紹介(各 15分、計 30分)

…2大学(会員校)から、実態の報告

・私学大規模大学、私学中小規模大学、国公立大学

・質疑応答(10分)

-問題の整理(10分)

…FD連携企画部より

・休息 (15分)

-シンポジウムD(100分)

-先進事例、関連研究に学ぶ (20分X2、計40分)

…・・・・大学(・・・ :経済学史)、 ・・・・大学(・・・・ :コピベ検出プログ

ラム*)、 ・・・大学(・・先生)などから 2校

*http:/，肘ww.asahi.com/edu/news!l'KY200805250186.html

・指定討論者 (20分)

….... (・・・・大学:初年次)、 ....(・・大学.初年次)、

・・・ (・・大学・批判的思考)から 1名

・コピベ問題(なぜ、学生はコピベするのか? コピベにどんな問題があるか?)

.学生に思考し表現させるための指導とは。

・学生の思考・表現の評価(レポート評価)をどうするか?

・質疑応答 (30分)

・今後に向けて (10分)

…FD連携企画部より

(6) 実施主体 立命館大学、関西地区FD連絡協議会共催

3.シンポジウムをきっかけとしたFD連携

・このテーマについて FDに取り組んでいる会員枝、これから取り組もうとしている会員校

から、「関西 FDパイロット校」を選ぶ (2校程度/公募、推薦、立候補など)。

・パイロット校に対しては、本協議会から支援・アドバイスを行う。

・パイロット校は、 FDの進行状況を本協議会(ニューズレター、 Webなど)で報告する義

務を負う。

-他の会員校は、パイロット校の実践を自分の大学の文脈をふまえつつ活用することで、

自校での FD実践にいかす。その成果も、本協議会で報告してもらう。

(注:このベージ内で、一部、個人名および所属を reJで置換している箇所があります)



－ 174 － － 175 －

Ⅲ－C. 付録

広報部

広報ワーキング・グループ(附)活勘案

ーニュースレター・ホームページについてー

大阪市立大学(責任校・矢野裕俊)

和歌山大学(菊川恵三)

京都大学(酒井博之、 f可崎美保、中村タ衣、笹尾真岡リ)

広報附

(ニュースレター創刊号で、広報WGへの参加を会員校に呼びかける)

1 ヱユースレ告ーについて

・ニュースレターを年2回 (6月・ 11月頃)発行する。初年度は、創刊号のみの発行とする。 (10-11月頃

発行予定)

・ニュースレターにはメインのタイトルと副題をつける。タイトルは創刊号で募集する。決定までは、副題

「関西地区 FD連絡協議会 ニュースレター」をタイトノレとする。

・ニュースレターの印刷部数は 800部程度とし、全会員校に送付する。

女創刊号の配布数、配布先は、会員校5部Xl00校+非会員校1部Xl00校+予備 200=800とする

大会員校に次回以降の送付希望部数を尋ねる。部局に 1部程度を限度とする。

・ニュースレターはPDF化し、関西 FDのHPへも掲載する。

・原稿依頼について、会員校のメンバーに対しては謝金は基本的に出さない

ニュースレ事ー第 1号(創刊号)のコンテンツ案 (8ページ.A4) 

• A4で8頁程度の冊子とし、 6月のニュースレターは規約を別途作成する。

1頁 協議会立ち上げの挨拶(田中毎実教授)

2・3頁 設立総会報告(プログラム、報告記事、組織図、組織・会員校名リスト)

天野先生講演要旨、中岡氏祝辞、総会まとめ

4頁 総会アンケート結果報告

5・6頁 寄稿(1-2校に依頼)

(案1)会員校における m の取り組みと課題

(案2)FDイベント参加・参観報告

7頁 事務局より(会費納入のお願い、振込先、各種届けの案内)

イベントカレンダー(これまでの会合・イベント、予定イベント)

その他事務連絡(幹事会の報告、連携部イベント、 FD情報共有WGの記事、 WGへの勧誘、

ニュースレタータイトル募集、各大学のリンク先の照会)

8頁 登録大学数、ロゴ、事務局連絡先
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2 ホームページについて

・名称は、関西地区m 連絡協議会(KansaiFaculty Develop血 entAssociation) とする 0

.ドメイン (http://www.kansai-fd.org)を取得し、商用レンタルサーバーを利用するo

コンテンツ案

.トップベージ(新着情報など)

・協議会概要(協議会について、代表幹事校挨拶、組織、規約など)

・活動

・イベントの記録(共同業務・連携業務)

・各種報告(講師派遣などの報告)

・刊行物(報告書、ニュースレター)

.日誌(イベント、会議の記録)

.問合せ(事務局関係、各種手続き)

・リンク(会員校、他のネットワーク組織)

・会員専用 (ID、PWは設けず、大学名を明記してもらう)

支援業務について(問い合わせフォーム→事務局へメール転送)

会員校からの FDイベント開催などのニュース投稿→新着情報更新orメーリングリスト

・有資格者が書き込みできるようなBB S (r会員校の広場(仮)J)を作成する。

3 メーリング・リストについて

・ホームベージができるまでの暫定措置として、京大のアドレス (kyoω-u.ac.jp)を利用

・まず「幹事校レベルJr全会員校レベfレ」の2種類を作成

4 予算案

・ニュースレター(印刷 800部、園内 200箇所送付): 20万円 (※2年目以降X2回)

・ホームベージ維持費 2万円

・総会テープ起こし (@25，000X2h): 5万円
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研究ワーキング・グループ(WG)2008年度活動計画案

(1)研究WGの目的

〉 関西地区 FD連絡協議会(関西 FD)において、共同して研究すべき課題に関して、

研究サブグループ(研究 SG)などを設置し、共同研究を企画・推進する。

〉 共同研究の成呆は、関西 FDのワークショップや各種フォーラム、ホームベージ

(HP)などで広く共有を図る。

(2)活動組織

〉 研究WGの責任校は神戸大学とする。(任期は4年間とする)

〉 研究WGを推進する研究部は、神戸大学・龍谷大学・京都大学で構成する。

〉 研究WGの参加を関西 FD参加大学に呼びかける。(メールにて参加呼びかけを行う)

→ (j)大学単位の参加とし、原則各大学 1名を研究 WGに登録する。(砂研究 SGの企

画・運営、調査・研究、発表等の分担など、主体的に研究 WGに参加できること。

(出)研究WG・研究 SGの会合などへの参加旅費等は各大学の自費とする。

>> W授業評価研究 SG~ 及び WWeb公開授業研究 SG~ を研究 WG の下に設置する。

→(j)個人登録とし、原則各大学 1名とする。登録の総数によっては、各大学 2名以上

登録するも可能な場合もあり得るので、 2名以上の参加希望がある場合には研究部
に可否を問い合わせる。匂)授業評価、及び、 Web公開授業に関するどのようなテ

ーマの研究を望むか、参加呼びかけの際に問い合わせる。

》 研究 WGは、各研究 SGの参加者の中から主査を指名し、活動が円滑に進むように

サポートする。(なお、授業評価研究 SG主査は神戸大学、 Web公開授業研究 SGの主

査は京都大学を予定)

(3) r授業評価研究サプグループ (SG)Jの活動内容

>> 1月に関西 FD主催で行われた授業評価ワークショップの成果を受けて、 「授業評価

研究 SGJを設置し、授業評価に関わる共同研究を推進する。

>> 授業評価研究 SGは、各大学での授業評価に関わる研究知見などを検討することを通

して、授業評価の活用に関わる研究観点を浮き彫りにすると共に、授業評価の実践

と活用に有用な情報を共有することを目的とする。

>> 授業評価研究 SGは、年間数回の研究会を開催して、研究情報の交流・共有を行うと

共に、必要に応じて、公開研究会、ラウンドテーブル、調査研究などを企画・実施

する。

(4) rWeb公開授業研究サプグループ (SG)Jの活動内容

》 京都大学が開発した Web公開授業のシステムを利用して、会員校の参加者を中心に、

オンラインを活用した公開授業・検討会を実施すると共に、 Web公開授業のあり方
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に関する共同研究を行うために、 rWeb公開授業研究 SGJを設置する。

T> Web公開授業研究 SGは、 Web公開授業・検討会を実施し、その実施に関わる課題

や授業改善・ FDへの活用についての情報収集・議論を行い、その研究成果を共有す

ることを目的とする。

T> Web公開授業は、 Webを利用して全国に公開すべきことから、必要に応じて、関西

FD外の大学等から、アドバイザ一、オブザーパー等の参加を依頼する。

T> Web公開授業研究 SGは、年間数回の Web公開授業・検討会を開催し、その実践記

録を蓄積する。また、必要に応じて、研究会を開催し、 Web公開授業・検討会の課

題、授業改善・ FDへの活用のあり方について議論を行うと共に、公開研究会、ラウ

ンドテーブルなどを企画・実施する。

(5)活動計画

~ 2008年 7月

~ 8~ 9月

~ 9月

+

+

+

 

9~1O月

12~ 1月

12~ 2月

~ 2009 年 1~ 3月

研究 WG、授業評価研究 SG、Web公開授業研究 SGのメン
バーを関西 FDに募集(募集期間:7/18~8 月中旬)

研究部、研究WG、各 SGのメーリングリストの開設

Web公開授業・検討会の実施

各研究 SGの研究会

Web公開授業・検討会を、研究 SG参加大学より提供・実施

各研究 SGの研究会

各研究 SGの成果を HP、メーリングリスト等により、情報

配信すると共に、必要に応じて、大学教育研究フォーラムの

ラウンドテーブル等を企画・実施 (司会・発表者は、 WG・研

究SGのメンパーを含み、関西FD外の講師等を招鳴することも可)

(6)その他

》 予算として、講師派遣に関わるもの(旅費、謝金、等)を予定する。

》 各研究 SGの予算執行は、研究部の承認を得て行う。(研究部、研究 WGメーリング

リストを利用)

〉 研究部・研究 WG・各研究 SGのメーリングリストは、京大が準備する。

〉 各研究 SGの研究課題は、各研究 SG会議等の話し合いにより具体的に決定し、研究

WGに報告する。

》 研究課題の案については、 WG・各研究 SGメンバー募集時にアンケートを行う他、

前回の幹事会で承認された資料収集調査の情報を活用していくことが考えられる。

以 上
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m-D.各ワーキンググループの活動

0-1.同情報支援ワーキンググループ

関西地区FD連絡協議会(以下、関西FD)の FD情報支援ワーキンググループ (WG)では、

大きく、 FD活動に関する相談、講演講師、シンポジウム・ワークショップのプログラムに関す

る情報支援をおこなってきた。詳しくは、以下の通りである。

1-1.活動の概要

FD情報支援ワーキンググループは、幹事被メンバーである同志社大学の山田礼子(社会学部

教授・教育開発センター所長)、大阪府立大学の高橋哲也教授(総合教育研究機構教授)、京都大

学の溝上慎一(高等教育研究開発推進センター准教授)で構成され、運営にあたった。

FD情報支援WGの主な支援内容は、大きく以下の2つである。

(1)FD活動に関する相談

(2)講演講師、シンポジワム・ワークショップのプログラムに関する情報提供

活動の最初の年であったので、 WGで暫定的でも、相談の受け方や情報提供のルールを以下の

ように取り決めて運営にあたった。今後は、実際の相談や情報提供の活動を重ねることで、この

/レールを改訂していく予定である。

(1)情報支援の実際の窓口は溝上で担当する。依頼を受けた後、山田、高橋の各氏に情報提供を

求め、溝上の持つ情報と合わせて整理をし、依頼者に返事をおこなう。

(2)関西FDのホームベージに、窓口となるメールアドレス、電話番号を公開する(ただし、 2009

年2月現在、作業中)。

(3) HP上で情報支援の内容カテゴリーを列記する(ただし、 ωとあわせて、 2009年2 月現

在、作業中)。この内容カテゴリーは、実際の相談や情報提供を重ねていくことで、より

充実したものに改訂されていくと期待されている。

(4)WGでは、 r2.Jで説明する FDに関連するさまざまなカテゴリーに関する講師リストを作成

しているが、そのリストは個人情報保護に抵触するので、公開しない。

(5)情報提供は、できるだけ関西FDの参加校の相互貢献、相互情報交換となるように考慮する。

具体的には、できる限り、関西FD加盟校のなかにいる FD関係者(教職員)を紹介するよ

うにする。
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占 三 空欄支雛 陥 か ら の お 知 ら ぜ

..漬..師 ンJ ポンウムワークンョ プのプログラ

ムに関する綱議、....鑓供

幽岬L子 '"副大学酬開発七月一幅削

輔馳(大脚立大学齢耐酬酬}、

濁上旬鹿 ， ..  大学高揚.育研究網羅権進を" 権..J
n)惰線支援''Bでは、関西地区n)連絡協議会加盟校の

日3摂勘促進を支援するぺ<-n)に関する相陵情報後俣の

窓口を霞置しました.H)仁闘するテ マで歳演会 シ〆ポ

ジウム ワークンヨヲプを剛健したいがそのテーマ仁取旬

網んでいる議題を紹介して"しい プログラムの相駿6象。

てほし』入などの場合仁ご伺用〈だきい.

この訴勘窓口の担当'"降上(京・'c京学)がおこないます.

"問い合わせは下車!の要領でお置いします.

連a・~ 溝上横

E咽~創刊K刻k・ hedu. mbo>< .rr栂dia.kyo伽噌民 p

"七。75-753-3047(研究室直通}

務まずはメールでお問い合わぜの鮮.をあ知ら曾〈刀さい.

制;!¥l.-'ール引返事ご組め肘哨鼠で"返事し:主す.

山内lよ3引き少l1;JI岡町〈こ"あり.す

dちらかじ"'::::7-f'.，だきい.

1-2. FD情報収集のための聞査活動

図1関西地区FD連絡協議会問ewsletted!r]刊号』

(2008年 11月 10日、 p.9)に紹介された fFD情

報支援WGからのお知らせ」

FD情報支援WGの活動を成り立たせるためには、全国の大学でFDに関連したEのような活

動がなされているのか、 FDに関連してどのような講師が、講演会、シンポジウム、ワークショ

ップ等に招かれているのか、といった情報を収集・調査する必要がある。FD情報支援WGでは、

以下3つの調査活動をおこなった。

(1) FD活動リンク集の作成・ホームベージ上での公開

全国の大学のさまざまな FD活動をホームベージ上で調査し、それを参照できる fFD活動リ

ンク集J(h均 J畑ww.highedu.kyo旬1 邸.jp/pic同盟副FDlink.htI凶(付録1も参照)を作成した。

このページは、全国の大学のFD活動となるため、京都大学高等教育研究開発推進センターのホ

ームベージに置いている。

ω関西FD加盟校へのアンケート調査

関西FD加盟校のFD活動の実態を把握するべく、 FD共同実施WGと共同で、咽百活動に関

する資料・情報提供のお願い」調査を初日8年 7月に実施。結果は基礎資料として整理し、情報

支援の活動に活用している。

1-3.活動実績

実際にFD情報支援の活動は、 rnewslet胞r創刊号J(図 1参照)が発行された 11月半ばから

おこなわれている。発行後さっそく、 WGに4件相談が持ち込まれた。相談内容は表1のとおり

である。
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表 1 同情報支援船に情報提供が求められた内容

N。 Date 相級肉容

1028-2008 『全入時代の大学生の傾向と対策」講演講師

2 1201-2008 rPDCAサイクルと短期大学教育研修』講演講師

3 1213-2008 『初年次教育及び学士課程教育」講演講師

4 1217-2008 『太学授業の実践的ノウハウ」ワークショップ講師

1-4.今後の課題

現在 r1. Jで示した以下 2点の作業を進めているところであり、この作業を終えることが急

務である。

(2)関西FDのホームページに、窓口となるメールアドレス、電話番号を公開する

(3)HP上で情報支援の内容カテゴリーを列記する

また、 WNewsletter創刊号』が刊行された年末は相談が次々と持ち込まれた印象を受けたが、

年を明けた以降はまったく相談を受けていない状況である。この原因のーっとして、相談窓口の

存在があまり周知されていないことが考えられる。早急に上記の作業を完遂し、 WNewslet也d

ほかさまざまな会合の機会を通じて相談窓口の存在を周知していく必要がある。

1-5.付録資料

FD活動リンク集 (h均:/Iwww.highedu.kyo句.u.ac.jp/picturesIFDlink.html)

(溝上慎一)
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京修大学 ~__ø_でZ広三2ア

FD活動リンク集 !斗E高等割膏研究開尭橿道官ンヲー

A B C D E F G H I J K M N D R S T W Y 

<A> 
・量盟重雄

[F DO)IDl旦塑畳】FDi研宮島宙瞳演習『共通シラパス」の作慮/r'学生による捜業評価iJ7:;ケ』ト由積極的活用

-量旦担金圭埠

[F DO)IDl旦塑昼】捜業政普のためのワーヲショッブ/学生による捜業評価

-盤里畢主主垂

【FDO)IDl旦担金】FD講潰金

-里8;1;:;!1t(FDl置働権道聾且昔。

tE旦皇聖旦塑i!l:】FD教員研修会(摂集改善や学生指噂の在り方なとワ

-秩園大型叡宵文骨洋郵(主旦皇室璽}

【FDO)聖旦盤畳】FDワーヲショップノ有機開i!iY:;ヶート/教員相互の擾業'観怠ど

-霊知県立大学 喧喧望塑也主主=)

【FDO)聖旦担金】FD研賢岳学置による授業アシケート

-重量墜さ警 【FD署員劃

【FDO)聖旦盤昼】学生による授業評偽干D啓発活動領案改善研修への例醐応情量生/フォーラム}など

-量調融育大型 喧喧豊造主主量=)

【FDO)聖旦担金】捜業アンケ』ト、 F碍嗣(情報教育、初輔教育、蝉欄賄など)

-霊知医科大学 哩望整貫主皇室=)

【FDO)聖旦担金】FD温櫨科学・革礎E学の究県民府調11m権威など〕

<8> 

・傭敏大隼 鍾重量置聖書目

【FDO)IDl旦担金】同関連情報の収集・公開

<C> 
・ヨ望室垂

[F DO)IDl旦塑i!l:】同証膚演会

-干葉大隼置字陣 恒豊重重量車車}

【FDO)IDl旦担金】教育能力向上のためのプログラム個師龍実習の指導法、医師に役立つ教育技法、学習成果基盤型カリキユラムの導入、学生阿面の理酋

と実鼠教育専門教員聾成プログラムなお、授業関連プログラム(チュ-~ー強成蹄晋会など)

-中郎次調It'"帯同官官冒醜抱〉事→

【FDO)IDl且盟企】捜業評価/F轍育活働・改薯貰/授業のピデオ収録〆千Dフォーラム・講潰会など

<0> 

・同志社糟 哩瞳睦週土}

【FDO)聖且盤盈】捜業評価アンケート調るぺ科目担当者による授業講評/印に関する意識高揚活動/大学入学準備講島情際胎など

-同志社女子味津 舗摘開発推量センー-)

【E旦皇星旦盤昼】学生による捜集7ンケートメ主任会・研現金慢業アンケート..ラーニンめなど
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<E> 
・量規大牢 喧喧企Dl

【FDO)聖旦担金】印セミナー/同スキルアップ講座/ファカ)~苧ィ・ディベロッ，ι脅威講座/大学町Bネットワー担金聾など

<F> 
・彊由雄
【FDO)!Dl旦担金.]FD合情研修得曙目;鳳学習法路、教育評価など)

-植#県立大草 笹盛直盟l*)

【:FDO)!Dl旦担金1捜集肝価冷機舗ι千珊修噺任研修、踊演・セミナー)など

-掴園大隼 但撞謹重量全〉

[F DO)!Dl旦担金.]7ンケ』ト実施〔大学評価慢薫梶教育現場価

-福島大草[韓倉轍曹司A!1i宝~11ー)

【FDO)聖旦盤昼】園向件におけるF商量施状混の調査・研賓・哲擦・資料収集/新おな教育方法の開発〆千Dワーヲショップ L揖業公開&積書世主)/ 印

研修会の実施・軍首/教員による学生期障D実施・資料収集/匹敵育改善の止めの学生アシケート」の改良・実施・集計・分析/旬プロジェヲト活動報告

書の作成など

<G> 
・掴量壇
【FDO)!Dl旦担金】学生による捜難解価アンケート

-嶋車式調匹 舗嘩喰宵推進~i!シー→

【FDO)星旦盤昼】F開閉E会/授業評価アンケートなど

<H> 

・茎車道重墜さ空

【FDO)!Dl且盤昼】FD講演会例也教育1

-広島鑑絹決隼 樋田町・掌宥主量tンー-)

【FDO)!Dl且盤lJ:】捜業7ン炉ートなど

-弘前文章 但21'量車塑喧宝皇室=)

【FDO)聖且盤盈】FDワーヲショップ(轟礎ぜミナ-}レー単位の実質化など)、 FDコンサルティνグなど

-ー樹君， ~胡賄開国勝センー→

【FDO)聖且盤lJ:】教育力開発プロジェヲト C親書事普ゐ学生による操業評価)/FDシンポジウムなど

-法政大調停 但遅盆主主主=)

-.lE旦笠E旦塑lJ:】全軒Dヒアリング/文学図書書官との連醜(情報リテテ~賄、学習支援サービス)汗Dフォーラム・ワーヲショップ/

オープン・コース・ウエア畑)/学生による慢聾割iIi7ンケ』ト/明システムの噂入と聾偽命生向l子日ハンドブッヲの作成立ど

-姫路調協共学 恒星且金1
【FDO)聖旦盤畳】捜業評価アンケ』ト/F理院貴金メ捜集'観など

. ~璽主主

【FDO)聖旦盤畳】Fロセミナー

【FDO)聖旦艶】北輔文学FDマニュアル/大学教員研修/ミニレヴチャー/学習方略/宇宙開置/新し川崎t悼の損業など

-広島工車大学 刷HIn坦坦畠野
【FDO)!Dl旦担金】捜業アンケ』ト/全学FD研修会(英語プログラム、数学グループ、横械システムエ草輔の取り組みなど】
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<1> 
・岩手県立大学 種重工望主主量杢普

【FDO)I!ll且盤昼】学出こよる捜業評価・教員の自己点樟評価/FD研修島敬員の捜農相互聴講など

-岩手大隼 伐ヨ岨白E・倉セ:-9ー}

【FDO)I!ll旦担金】捜業改善アンケ』ト/明県公開/優秀根県のピfす・ストリーミンゲ田富など

<J> 
・城E大隼 也樫重量主主主=)

[FDO)I!ll旦塑畳】FD研修会犠価損集における梗業内容や指電方法における工夫など)

-上智大隼 但重量重自

[FDO)I!ll旦塑昼】FIlI闘会メ学生による捜集肝価アンケート/新任教員研個略ど

- 自由がt~短期大単

【王DO)I!ll旦塑昼】学生による捜掌評価パ軍襲'観

<K> 
・盤整堕圃埋
tE旦皇E旦塑畳】FD研修会

-量盟主主

[E旦皇聖旦担金】FDフォーラム

-遁皇室塾主瞳

[FDO)I!ll旦塑?tlFD教員研修会

-墓瞳 瞳塑塑

[FDO)I!ll旦塑?t】同研覧会

-膏株史学 姐畳置垂直P
【FDO)星旦盤畳】Fロシシポジウム(学部教育の現状と課題の検面白

- 県立墨画牟~~ト文隼

【FDO)聖旦盤昼】FD研修会(ゼミ教育、外国語教育、授業相:!i.観・阿面など)

"11主鐘壇量堕

【FDO)I!ll且盤昼】FD研修会

-寓施跡調酔 出陣圃幽缶セシー→

【FDO)I!ll且盤昼】FDフォーラムなど

-盟i!!iIl!ii量室主
【FDの取り組み】学生による捜農相面アシケート〆湖椴業/州噂闘によるH欄桧など

-金沢大学 包ニIC['坦量進重量

[E旦型車旦塑?t】同/釦啓聾活動(IC[を活用した教蝿へ0)fI)および風員への釦支援活'111/1町教育の実践・支抵学生への鴫晋活肱アカンサ対←;)レ

の運用およt鯖用方法支援/学生の履修計画についてのモデJレコースの提案など

-金盟主望星堕

[E旦笠聖旦塑昼】肱札国rn明白佐封書BバBシシポジウム/卒業生による達成度開面アシケートと評恒結果のフィードパッヲ/初任者研修会/優葺教員

嚢彰/公開損棄など

-金沢大聖文章樟 巴旦重量金}

【FDO)I!ll旦担金】FDi研費全
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-県立広島大型 喧単位週土}

tE旦皇聖旦担金】FD研修会・ FD暗演会/FD活動促進事業制臓を欠席する唾生への対応、初年次撤育、情報轍育、プレゼン子ーシヨシスキル、

ICTリテラシーの向上、習得レヴェ)IA=応じたヲラス編成など1など

-神戸女学眠扶埠色【FD1!ン書ー・盤書開発tン聖一)

【FDO)!Dt旦担金】学生による授業腎価川敷員腎価など

-豊主主墾
【FDの取り組み】学生の慢業開園アンケート/寝業公開/研現授業/寝業研現金/FD講演会など

-劃H大準 決事場育園醗セン豊一}

【FDO)!Dt旦担金】新任教員研修会/印呆相レアップ講座(o-learni問、話し方、ディペ{ト慢寮など)汗B講演会ゾ棟集評価アンケート

-畳!!率重量畳重量

【FDO)聖且盤盈】FDiI修会(牢症による捜藁評価7ユ庁ートに基づいて、少人撤教育について、成績評価について、など)

-珊瞳重大隼!岨崎エヲセレンス室温セシ事ー)

【FDO)聖旦盤昼】 「授業の相互開面」アンケート/教員相互による授業'観『生滑聞量動/講演会の開催ノ布噛栓画明帝服用教員FDワーヲショップ

開舶など

-・・盤量大学 僧嘩亜聖主主主三}

tE旦0)JDt旦塑i!!:】同を考えるバBワーヲショッブ

'.績次準 値副個師岡昭園田掛値量:1!シ聖一〉

【FDO)!Dt旦担金】公関根拠何回梗鳥慢集アンケートノ寧察研費回量ノ大草損控のための教育実践講座/工学教育シンポ少ヲム/

教育改善・同ヒアリシグなど

';h.訓式調~ (lI闘融育園田制垂直:i!~~旨→

【王旦皇聖旦担金】学生による授業評価/全事B漸任教員の研修・TAのあり方な臼

-鹿児島文学 僧喧主主主三}

tE旦皇聖旦担金】公開揖叢書偽千聞修会漸任教員研修、教聾セミナー)など

-鹿児島園岡政浮 轡喧璽堕控主主三}

tE旦笠聖旦血i!!:】捜業公協何シンポジウムバBニューズレ事ーなど

-神戸涜温科単文書~ ~盤宵竃慶化推進主ン舎一}

【王旦笠聖旦塑昼】公開揖為4世による授業評価/授業法書アンケートの結果公畠平岡修会温講演習)

-量国早大学 恒温謹重量全1
【FDO)!Dt且盤昼】学出こよる捜集アンケート/o-l田rni唱/舗椴業/剖鋼業支援システムなど

-型車塑圭圭盟

E盟狸且盤昼】FD研修会 t雌格な成縮評価な臼

-神戸コ'-'7:次淳教育推進揖構 俳書轍育支彊研現樟控室】

E監盟主且盤i!!:】FD講演会・研現金・研修会など

-神戸松躍女平哩曹訣学・短期大学部

E盟狸且盟企】授業開面7ンケート

- 担E圭圭窒週左~ ~輯清朝灘lfI)委員会)

E監笠E旦鍾昼】FD研修会

【FDO)聖且世】FD研費会(輔備な白
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-関西京~ (1i!#共温綾宵推量極構FD部門・擾聾'画面円霊且金・擾豊雄曹の車場市

【FDO)星旦盤e't】学生による捜難評価アンケート/Fロフォーラム C学部としてのFD活動、 TAを活用した授業などJ/公開慢轟

<M> 
・坦坦盟主空
【FDO)IDt旦盟é't】各月間目標/~月間豆一手イング/教員相互捜集'観/学生による授業開lti/教育カンフアレシス/授業研現金及び研集会など

-重型陸型
【FDO)聖旦担金】F珊融制闘惜の貨の向上、輔、授業側面なお

-盟遁望霊室埜
【FDO)IDt旦担金】FD講演会など

-明治大調停 <..EQ豊田盤会}

【FDO)IDt旦担金】授業改善のためのアンケート汗眠障貴金・シンポジウム/新任教員研修

-者械式調停 bb掌唾育園睡セ:-9→
【FDO)IDt旦担金】捜集'観汗開舵貴島慢難解価アンケ』ト/哩同町優秀職員裏膨など

'E盟!!室霊室重 舗惇噛酌
【FDO)IDt旦担金】捜集酔価アシケ』ト

<N> 
・日本式型置盟園置億単郵

【FDO)聖旦盟e't】学生との想陵会/FD講演禽/FD研修会

' É!杢圭圭室~
【FDO)IDt旦担金】F国師会

-入園栂告制学文学 f国監DJ
tE旦皇聖旦担金】新任般員への研修/学生による授業開面アンケート/敬員相互による授集参観/各種の研修会など

-葺糧膏陸大型彊期大型蝿

【FDO)IDt且盤昼】FD'SD講演会

-名古屋学輯訪#唖棺IJ'rlTl;:よる握揖噂哩圃置の橿串I~'"置倶EJ J 
[F DO)IDt旦塑昼】11活用蹄晋会、ミヲロ・マヲロ担当者会肱捜難解価アンケートなど

-ニ松学金大学 鍾喧置堕控主主三}

[F DO)IDt旦塑昼】学生による捜難評価アンケートなど

， ，且包壇

【E旦豆聖盟塑昼】働此摂蜘胸介/町活動例紹11'汗瑚修会(ベーシッヲ演習J/同研覧会/学生による捜集開園など

畠川除草(大型嘘育噛圃園調暑包〉ター)

[F DO)IDt旦担金1新任教員F財リエシテーノヨニυ曹程撒員向吋慢業実践オリエ〉テーショニ，/嘗唄コンサルティニJゲ/同ワーヲショップ

得畦主による相居眠阿面〉など

-名古軍大草〔高唱教育冒醍セン聖一)

[F DO)JDt旦塑昼】捜業支援‘'!I-Ja，慎蜘扶学教提起Lシラパスなのの開発/大学院生研修Vラシチ事イム同/咽別の捜集車普支撮など

新渇大草(史望教育園発センター)

[F DO)JDt旦塑昼】全学fD/ワーヲショッブ司自白禽(ワーヲショッブ型授業などJ/.公開捜撃など

-窒皇室萱室主

[F DO)IDt旦艶】FDI師会/視聴精舎
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<0> 
・帯広竃産大学 位塑重責主皇室=)

【FDO)I!ll且盤昼】学出こよる捜業評価/FD講演会など

-さ盤整宜主主

【FDの取り組み】Fl瑚闘陰/噺任教職員研修など

-さ極鍾痘率重

【FDの取り組み】捜難解価アシケ』ト/全学四フォーラム (eラーニシグの活用、キャリアサポートシステムの充実をめざして)

担霊軍基適温室主唖盟主迫=)

【FDの取り組み】学生による捜蝶7ンケート聞査/教員への7ンケート/公開捜集・反省会など

- 追宜盟豊富金鍾壷~)
【FDの取り組み】教育研現所セミナー(情報のな由咽学生、大芳生lζ必要なく日本語力〉とは、など)

-大康成圃短期大牢 僅置車重量之主=)

【FDO)聖旦勘】 FD研現・研修会咽腕臨捜業の展開と工夫、簿問問陣取担割こ向l柑Ðt~組み、学生から見た良い授業など)/授業アシケートな

ど

-大髄軍大学岨情宜睡且鉦闘陸自由

【王旦0)I!ll旦塑昼】同フォーラム

-大阪府宜大学白E・.. 圃酪セン章一)

【王旦0)1!ll旦塑昼】捜聾アン炉ート斤bセミナーなど

-大分大単価噂薗育園量f!:-.ー)

【王旦0)1!ll旦塑昼】捜業公師Dワーヲショップ/町瞭演島噺任者研修会本ど

-大阪市立大草 白杷掌教育冒醍セ:点ー)

[FDO)I!ll旦塑昼】敏宵琉草シシポゆヲムバ碗柑E会・セミナー/糧難デザイシワーヲショップ/捜集アンケート聞査

-岡山大車 種盤固量主主主三}

[FDO)I!ll旦艶】子ィーチング・チップス/新任転λ細 F岡修会/フォーラムなど

-岡山式準 価副血栓宵曽告理由セシー→

【王旦皇聖旦盟企】限テュートリアJレ

-京語式調件 。調崎臨費量センー→

【主DO)I!ll旦担金1授業主揖イニシアティブメ其通教育賞/慢業最善吻ためのアンケ』ト/FOセミナー-研修会/魅力晶る捜集の4とめl:;/We凶Tの剥用促

進の申とめに

.~、樽薗棋史書F 種壇置量主主主三}

[F DO)I!ll旦塑~l FD鴎演会(ティーチシヴ技術、キャリア教育、学生による擾業開Ji)/FDワーヲショップ(ゼミ運営、授業按普')/寝業肝価アシ

ケ』トなど

<R> 

・立正大牢 f堕且重り

【FDO)聖旦担金】学押間信宮殿駐量舗闘轍育システム、 ICTを活用した同など)・学列研修会・研現金

-竃取大牢 信重重賓室皇室=)

【FDO)聖旦担金】ブレFDITA.大学院生)/ワーウショッブ(学生動曜揖朱掌置設を高める教授法なお/新任教員FD/宮岡陰/公開研寓授業

-薗甚大学 t文学轍育開発セン聖一)

【FDO)I!ll且盤~】自己応募プロジェヲト事業/唾生による授業7シケートノ噺任教員対象研修会犠員対象コンピュ-.ー研修島何ザロン/

F碍隙画会・セミナーなど
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-立敏夫書件 。胡畑田鎗・童量tンー-)

【FDO)星旦盤e't】学生による捜難評価アンケート/間関連活動(シンポヲウム・セミナー・ワーヲショップ・講演会)など

-立命館大学 帽清田鎗推遭樋帽・文型教育四畳・主擾tン聖一}

【FDO)星旦艶】公開慢棄と研現金/教育実践フォーラム/教育サポート糊:0)推也叶購アンケ』トなど

-施遍剥字決型 舗膚高度4回白島tン事ー}

【FDO)星旦盤e't】公開慢案件ープンヲラスウィ-?)への取組ん僧生による捜業評島千四蹄会など

<S> 
・島根県立看瞳短期大隼

【FDO)聖且盤e't】FD'SDのための看値幅傭轍育/SPc織擁患者)参加型看値教育セミナー

， !監藍撞

【FDO)星旦盤畳.1Fl国閥会

，11:2:坦睡塑

【FDO)IDl且盤昼】FD講演会/FD研修

-蝿王女準決理損掴!J:単研覇軍時

【王DO)JDl旦塑昼】FD膚演会

-首偉大型晦車【:FD量且金〉

[F DO)JDl旦塑e'tlF 0セミナー・鴎演会/宿泊セミナー/授業肝価

-豊里墨立さ空整担

tE旦皇聖旦担金】同ワーヲショップ

'11直室畠瞳
[F DO)IDl旦塑畳】捜.7ンケ』ト、梗襲也、聞、教育貢献褒膨など

-量瞳盟
[F DO)IDl旦塑昼】学生による捜掌評価

-量調大隼 恒輔薗書圃睡センー→

【王DO)IDl旦塑昼】佐賀大学FD'SDフォーラム

-島根県立大学・島楓県立大学短期大型郵 住E主主主=)

[F DO)IDl旦塑昼】FDII積金/FD学内セミナー/FD研修会/者蹟教育フォーラム

-創恒大草 E盟書・撃置活曲窒梧セシター)

【FDO)聖旦担金】捜業見学会/ワーヲショップ f協同学習出/子ィ一手ンゲポートフォリオのtIiIH1VFD講演室/

教員の意見受換のための轍育サロン/唾哩支握(者祖剛院絵、個別学習相園町など

-量垂瞳室主

tE旦笠聖旦塑e't】教育会雌/草生による捜蝶評価など

-量量室主

tE旦皇E旦塑e't】印セミナー/授業アンケート/ベストティー手〉グ置など

量撞タリストファー}会賞色

【王旦皇聖旦担金】学生による授業開也干Eサロン/室隼R期修会(教授法、教育開1.斬しい学習方略など)など

島根大学 僧喧盟盆主主主=)

tE旦皇聖旦塑昼】捜業公開/FD関連活動制簡単ト研修会・シ〉ポジウム)，/!!j性による徹宵座蹟会など
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-島根文学教育学部 正堕坦位当=)

【FOO)星旦担金】プロファイル‘ンート/面捜道場骨尉町力向上プロジェヲト)/学生フォーラムなど

-静岡大学 信望垂賓室皇室三}

tE:旦皇聖旦担金】捜業評価アンケート/新任般員F岡修会/夏事弔研修会(fTAとともにつくる捜集』など)汗Bシシポジウム/

印スキルアップ講座(rホームページ作成』など)

-滋賀県立文学人問看歯学部 恒彊星会)

E監型量旦豊島】授業開発、授業開面など

-滋賀大学程済学部(瞳韮坐萱整宜主量呈〕

E盟湿旦豊島】授業開面アンケートの準惜・銅+など

-準置き盤宣盟

E監哩旦豊島】同調会側融善)

<T> 
. a島大型~哩噛圃量工瞳嚇

[F OO)IDl旦塑?tl学生による捜難評価結果のフィ-t<，(ツ守/敬員相互授業開l6/教員間授業ネットワ-'7と擾業改善ゾ教員憲彰嗣鷹，I;;.I!

-舗唱。む単 f*'蝿馳婁睡位〉ター)

【FOO)聖旦盤?t】Fl温躍プログラム噂掛劃圃・実施・静価、 F醜践の仲間作りなど)/旬1)-';1".ーワーヲショップ/授業コンサルテーシヨシ/

印ラウンドテー~Iレ〆唱団町カシフアレ〉スなど

-徳島大隼o陣 鐘賓室量主主主三}

【FOO)星旦盤?tlPIl.チユートリ711昌殿圏全/ヲリニカルヲラーヲシップ指噂者養成講習会/医翠帯積演摺に関する印など

-量瞳箪聾主主聖

[F OO)IDl旦塑昼】捜業側面アンケート/新任教員に対する研修会/FO瞭潰全'"慢葉書島伸長虫彰など

-筑韓禽学園文字 種喧里量主芝生=)

[F OO)IDl旦塑昼】FO研修会

-宣霊山雄

【FOO)星旦担金】FO講演会

-東京工黛求書世 岨賄工掌闘をセシー→

【FOO)聖旦盟?tl大章改善のが'<.11>の側面活動(壷学有機評価、初任者向け慢難車豊島、 FD研修会骨財費法ワーヲショップ、人耕宵府フーヲショッブなど)

.a;堕
【FOO)IDl且盤昼】FOワーヲショップ(初年次検育、学生の心の問題など)

-東溜次塑植田短期文章

【FOO)IDl且盤?t】FO研費会制需を持つ学生への敏宵・支援ん eラーニングなど)

-寓寓虫#笹壇重量主主主三}

【FOO)聖且盤盈】学部FOi研現金/授業についてのアンケート/FO講演島旬惟教員大学説明会/授業公開など

-東京島工夫書~ ~き塾宜主主童三}

【FOO)聖且盤盈】Fロシシポジウム/ワーヲショップ(話し方λキルアップ、 eラーニンゲ入J門など)/新任教員研修会など

-島取文章 種賓室主主三}

tE:旦皇E旦塑?t】シ〉ポジウム/FO情演会など

.1堕主主主主

【FOO)聖旦盤畳】F珊修会@据怯ワーヲショップA措評価佃学生・園隊大学院教育など】
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Ⅲ－D. 付録１

-東車種科大型 喧喧量豊主主童三}

【FDO)星旦担金】捜業7ンケ』ト/FD研修会鳴識育とo-l闇rni唱など)

-型I昆墾
tE旦皇聖旦担金】教員研修(プレゼン子ーシヨンセミナー・未来想像セミナー・新任教員研修・81.出回rdI!TlII叩闘の活用/

捜乗解価アンケ」ト/大浮刊潤悶陸島/など

-望盟主墾

【FDO)聖旦担金】卒業生・修了生アンケート田島平珊修会得操開面アンケートと能歯科目)

-劇~準 値目値段育園四回量進センー→

【FDO)IDt旦担金】講演会ゾテーマ別研修(rヴリッカ一司使い芳」など)

-重量主主 制帽百回量tン事ー}

【FDO)IDt旦担金】Fロフォーラム(授業改善日

-盟圃謹
【FDO)IDt旦担金】FD講演会

<11> 
・車醐IlU県立匡剰余隼 岨白岡田堅固畳セシター}

[F DO)IDt旦塑昼】ワ-'7ショッブ世乱、民庄など7ノセミナー tスキルスラ司'lなど

<Y> 
栂震市宜主隼竃瞳嘩置撃現

【FDO)星旦盤ltlFDill修・識酷四Lの意書ーなど)

'IU!融式調律 個師同町史聞錯セエ4→
【王旦皇聖旦担金】全学FD研修会 C学生理科と教育改善、教育の質輝品目

-欄輝国立文章 帥譜司配育館合セェ，~→

【王旦皇聖旦担金】初任般員研犠/学生による梗業評価7シウ」ト汗D合宿研修何シ切開ウムなど

-山口実車 包重重量主主童三}

[F DO)IDt旦塑昼】学生慢葉肝価・教員捜藁自己肝価/全帯断修会(共通教育子ィーチンゲ・アシス事シト研修会・聴覧障害学生の捜業方法

.新規採用教育職員研修会・捜業披術研修会・ 7'7ションラーニシゲlこよる学生番抵盟の捜業霞量+と学習相面など)

-山貴重県学 f高噂教育唖醗企画セン9ー)

【王旦皇聖旦盟企】地域ネットワ-'7F瑚氷(文学鉦強風斬λ生学習マヱユアJv.Fl洋生モ工事ー制底合町瑚修会[各文学専におけるFD

事業の成果な目、公開授業・授業検討会など)/教聾教育慢業蔵書アンケートなど

-血墜さ坦堕
【FDO)聖旦担金】サイエンスセミ十寸ヰ目を通しての教員相互の慢静観〆吋蝉改善アンケート

- 血c*車璽豊重~
【FDO)聖旦盤昼】捜業アンケ』ト/l量業観察など



－ 190 － － 191 －

2. 共同実施ワーキンググループ

FD共同実施ワーキンググループは、初任者研修の企画立案をはじめ、会員校が共同で実施

する活動を行っているo ワーキンググループの実施体制(幹事校メンバー)は、大阪大学(責

任校)、関西学院大学、京都大学である。

以下、 FD共同実施ワーキンググループの活動方針を示す。

2-1. FD共同実施ワーキンググループの活動方針

(a)初任者研修の意義

FD義務化を受けて、初任者研修の実施は各大学が共通して直面する課題である。初任者の

人数は大学によっては少人数であることもあり、共同で実施するメリットがある。

(b)活動内容

関西地区FD連絡協議会加盟校の全新任教員を対象とした「初任者研修」を関西地区FD連

絡協議会の主催で実施する。

関西地区FD連絡協議会加盟校は、各大学において実施する初任者研修のプログラム作成を

支援する (JuniorFaculty、異動による新任教員が対象、個別大学の実情に併せたプログラム

開発の支援)。

(c)活動指針

単なる Howtoにとどまらないような、理論的背景をふまえたプログラムにする。ルーティ

ン化していくことをめざすが、同時に、形骸化したプログラムにならないような体制作りを念

頭においですすめる。

2-2. 20年度の活動

(a)初任者研修実施のための基礎データの収集

FD情報支援ワーキンググループとの共同により、関西地区の 4年制大学および短期大学を

対象とし、各大学の FD活動に関する資料・情報収集のためのアンケート調査を実施した。

調査では、多くの大学、短期大学の協力により、 FDに関する研修会、講演会、ワークショ

ップ等の実施状況(プログラム内容、実施主体)など、今後のFD活動におけるニーズや連携

を考える上で貴重な情報が得られた。これらの情報は今後詳細な分析を行い、初任者研修プロ

グラムの企画や共同業務に活用していく予定である。

ω)講演会等の共同実施

本年度は、公開研究会や講演会等の協賛、共催イベントを実施した。共同実施ワーキンググ

/レープにおいて、本年度の新規の共同企画としたものが、 10月 25日に関西学院大学の主催で

行われた公開講演会であった。講演会には 100名を超す参加者が集まったo
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『これからの学士課程教育一大学に何が求められているのかー』

主催.関西学院大学 関西学院大学総合教育研究室

共催・関西地区FD連絡協議会

プログラム

【基調講演】

義本博司(文部科学省大学振興課長)

【パネルディスカッション1

報 告.川|嶋太津夫(神戸大学教育推進機構教授)

西之園晴夫 (NPO法人学習開発研究所代表)

西 和彦(須磨学園学園長)

浅野考平(関西学院大学副学長)

司 会.矢倉達夫(関西学院大学教務部長)

総合司会・中僚道雄(関西学院大学総合教育研究室長)

(敬省略)

(参考)http:f，加ww.kans剖ー鼠 orgfpdf!kyoudou.20081025.pdf

2-3.今後の活動に向けて

次年度は、先に述べたアンケートの結果を踏まえながら、各大学や短期大学で行われている

研修内容の整理、分析を行うとともに、初任者研修プログラムを企画立案する予定である。ま

た、初任者研修以外にもニーズや関心の高い内容について検討し、共同実施の取組を蓄積して

いくことも課題となる。

(及川恵)
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3. FD連携企画ワーキンググループ

FD連携企画ワーキンググループ (WG)は、は以下のように構成されており、 2009年 3月

現在、 FD連携企画部と FD連携企画WGのメンバーは一致している(敬称略)。

・立命館大学(安岡高志・鳥井真木)・・・責任校

・関西大学(池田勝彦)

・神戸常盤大学(江上芳子)

・京都大学(松下佳代、石川裕之、河崎美保)・・-事務局

3-1.活動肉容

(心目的と特色

FD連携企画 WGの目的は、関西地区 FD連絡協議会の会員校のうち、共通のテーマ(問題

別、アプローチ別、組織別、ディシプリン別など)を抱える大学がグループを作り、協働で問

題への対処に取り組むことである。そのため、一回限りのイベントを実施するのではなく、継

続的に情報交換しながら、実質的な教育改善・ FDを進めるための緩やかなコミュニティを形

成することをめざしている。

FD連携企画 WGには、ニーズの高いテーマに関連して白校の FDに取り組む会員校を「関

西FDパイロット校」として支援するという特色がある。 2009年 3月現在、神戸常盤大学と藍

野大学が関西 FDパイロット校となっている。

(c)活動計画

FD連携企画 WGでは、以下のようなプロセスで活動を展開していく予定である。

①特定のテーマについてシンポジウムを開催する。

②シンポジウム参加校を中心にグループを形成する。

③グループ内での先進校の取組事例の学習や白校での試行を WGが支援する。

④グループは、関西 FDのホームベージ・ニュースレターや大学教育研究フォーラム等で

活動報告を行う。

⑤毎年、①~④を繰り返しながら、大学関連携を拡大・進化させる。

3-2.20ω年度の活動報告

FD連携企画ワーキンググループでは、 2008年 11月 29日に立命館大学衣笠キャンパスにお

いて、第 1回関西地区 FD連絡協議会主催シンポジウム「思考し表現する学生を育てる書く

ことをどう指導し、評価するか?-Jを開催した。シンポジウム Iは会員校による事例報告、

Eは関連研究の報告という 2部構成で、以下のタイムテーブルにそって進めた。

14時 00分~ 挨拶と趣旨説明

柳海伸司(立命館大学産業社会学部教授、教学部副部長)

田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授、
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関西地区FD連絡協議会代表幹事校代表)

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構教授、

関西地区FD連絡協議会FD連携企画部責任校代表)

14時 15分~ シンポジウム I一関西地区FD連絡協議会会員校による事例報告ー

司会.安岡高志

「神戸常盤大学における初年次教育の課題」

大野仁(神戸常盤大学保健科学部教授)

「立命館大学文学部における初年次教育としての『リテラシ一入門』と FDJ
米山裕(立命館大学文学部教授・副学部長)

「フレッシュマン・ゼミナール~工学を学ぶための導入教育-J

池田勝彦(関西大学化学生命工学部教授)

15時 40分~ シンポジワムE 一関連研究に学ぶー

司会:松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

r Wコピベ』問題の本質」

杉光一成 (金沢工業大学大学院工学研究科教授)

r W書くこと』で学生はどう育つのか?J

西垣順子 (大阪市立大学大学教育研究センター准教授)

〔指定討論〕

rWriting Acro8s the CurriculumとFD
.書く力考えるカを育む学士課程カリキュラムを目指して」

井下千以子(桜美林大学心理・教育学系教授)

参加者は157名にのぼり、興味深い発表と活発な議論が行われた(詳細については、資料1

参照)。参加者からの感想を紹介することで、シンポジウムの成果の一端を伝えることにしよ

つ。

* * 
初年次教育を進めるのは、現場の教員には負担感があります。そのため、初年次教育運営

担当者として、アイデア不足に悩んだり反発にあったりして、正直なところ、学部内では

孤独感を持っていました。先日のシンポに参加して、シンポジウム Iで他学の取り組みに

共感し、シンポジウム IIで自分たちの取り組みを僻敵するような視点を与えていただき、

さらにシンポジウムを通じての熱心な参加者に勇気づけられ、とても良い経験になりまし

た。大学問の連携というのは、 FDに取り組んでいる教員の相互サポートという大きな意

味もあると実感しました。その意味で、日常的に協力し合える地域での取り組みはとても
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大切なものだと思います。本当にありがとうございました。

一一米山裕氏(立命館大学、シンポジウム I報告者)

* * 
事後アンケートの結果や参加者の感想をふまえて、本ワーキンググループでは、今年度のテ

ーマを継承し発展させるために、来年度もこのテーマでイベントを開催することを予定してい

る。シンポジウムではなく、パネルディスカッションあるいはワークショップの形式をとるこ

とによって、よりインテンシヴでインタラクティヴなイベントにしたいと考えている。

(松下佳代)
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Ⅲ－D－３. 付録１

資料1

第 1回関西地区FD連絡協議会シンポジウム

『思考し表現する学生を育てる一書くことをどう指導し、評価するかー』

主な論点のまとめ

-シンポジウム I一関西地区 FD連絡協議会会員校による事例報告ー

・各話溜提供から明らかになった論点

【神戸常盤太学の事例より】(太野仁教授)

作成:r可崎美保

学生の学力，これまでの学習経過(何を学んできたか)を把握し，これに基づき，学生に足

りないものを補う教育を行う必要がある

・たとえば，小、中，高等学校で批判的に考える習慣がどの程度達成されているかの把握

や，批判的思考力を養うためにどういうことをすればよいかの検討

・初年次教育の必要のない学生に同じ教育を与えてよいのか(学生からの異議あり)

担当教員の車問の津いから 教育内容や評価の仕方が異なってしまうが.同じレベルにそろ

之盃必豆益盆盈

いくつかの科目を初年次教育の科目群として，連絡調整をとりながら進める必要がある

【立命館大学の事例より】(米山裕教授)

文学部の共通科目であっても専攻ごとにレポート課題が異なる→リテラシー運営委員会で調

整

教員は作業量が多く，成果の実感が伴わない

【関西太学の事例より】(池田勝彦教授)

最初にいかに学生の動機づけを高めるかが重要となるが，この点に教員聞で個人差があるn

教員の個性を生かした教材を用意し，学生の反応をみて変更していく必要がある。

-質疑応答から明らかになった論点

初年次教育には多くの教員の動員が必要になる。教員聞の連携についてどのような取り組みをし

ているか。

(大野)事前打ち合わせを 2回(これのみでは不十分)。一定の内容を教えるよう教科書を指定

する。成績評咽の基準を細かく指定することで教員の裁量の違いがでないよう配慮

(米山)運営委員会で課題をコントロールしている。ただし教員の創意工夫の機会を限んでいる

のではないかという批判もある。最終課題については教員の案通りとした。統一性をもたせつつ，

教員の創意工夫を生かすこととのバランスをとるため試行鋒韻している。

(池田)各教員が作ったコンテンツを全員がみる。終了後アンケートをみて反省会を行う。
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Ⅲ－D－３. 付録１

資料1

- 採点には時聞がかかるが，どのように.TAの分担を入れているのか

(米山)下読みをして日本語のスキルを添削する。鉛筆でチェックし，教員が評価し直す。大学

院生にとっても訓練になることを期待している。アンケートではやりがいを感じている。 TAは，

添削作業の中で学生が伸びたと手ごたえを感じている。これに対して専任教員の満足度は高くな

い点が課風

- 思考し表現する学生とは，いずれの大学でも情報活用能力の3点に沿っているようだが， 3点目の

倫理的側面の位置づけが見えなかった。これについての取り組みは?

(大野)個人情報保護等については別の機会に行っている。初年次教育ではインターネットから

の引用などについて扱っている。

(米山)情報倫理について 1時間とっている。現在設計中の科目では，図書館の図書持ち出し等，

扱うべき案件を検討開始したところである。

(池田)初年次教育としては行っていない。「技術者倫理・工学倫理」において行っている。専門

家しカ吹日らないことがあるがあるため，倫理が必要になると説明している。個人的には初年次教

育でも倫理感を扱うべきとは感じている。

神戸常盤大学，立命館太学では，書くことをレクチャ形式で行っている。自分の経験では40名が限

界と感じているが，一斉指導形式で書くことを指導する際のクラスサイズについて何か経験知はあ

るか?

(大野)現在40名クラスだが，確かに少ない方が望ましい。添削しやりとりできる限界が 40名

かと考えられる。

(米山) 120~130 名の講義を行っている。講義するのみでは動機づけが上がらない。毎回授業

の中で提出物を出させて，目的意識を持って聞くよう阻慮している。クラスサイズを下げようと

すると講師派遣などの必要になる。現在のサイズであっても，以前と比べれば半分のサイズにな

ったことで効果は上がった。

初年次教育で扱う内容は，専門教育を行ってからの方が効率的である側面も考え得る。2年次， 3

年次での指導はどのようにしているか?

(大野)確かに初年次のみでは形式の模倣だけで終わってしまうおそれがある。学科全体で初年

次教育に関する合意がとれないと，身に着かないだろう。 2年次以降の授業の中で実践的に生か

す取り組みが必要だ。

(米山)2年次以降，様々な講義，演習において継続的にレポートを書く指導を行うことは可能

である。リテラシー教育の目的は，キックスタート。以降は，学部で手分けして指導するという

方童九

(池田)初年次教育がなければ 2年次から始まる実験のレポートや卒論が日本語のチェックに

なってしまい，遅すぎるおそれがある。初年次で形式を身につけさせることは重要
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15固の授業を1名の担当者で担当する方法，分担する方法の長所，短所は?

(大野)質臨志答能力を求めている授業(グループワーク)では，学生の発言機会の確保のため

少人数クラスである必要。そのため，クラスを細分化し，担当者を複数用意している。講義のみ

であればクラスサイズを大きくして，担当者 1名でも可能。

(米山)現在は， 4回の書き方講座は日本文学を専門とする教員が担当することにしている。こ

うした専門知識を持った教員のノウハウや文学部の各専門の教員の作成した素材をテキストに結

集させ，日本文学を専門としない教員であっても担当できるようにすることを理想としている。

1 年次に達成すべきライティングの目標設定を学部全体で議論しながら 3~4 年の聞に実現し

たいと考えている。このテキスト作成のための議論はそれ自体をFDにつながる。

(池田)5テーマのうち， 1テーマを 1名の教員が担当する。学生はサブグループに分け， 5名の

教員の授業をローテーションしていく方法をとっている。

- 担当教員の協力体制の築き方

(大野)初年次教育の担当者には，非協力的な教員も巻き込むためのコーディネイト能力が要求

される。

(米山)初年次教育のうち，ライティングに関しては協力が得られやすいが，キャリアディベロ

ップメントを扱うことへは教員の聞でも抵抗が多い。本来の授業時間より早く終わっているクラ

スもあるようだ。全員が担当できるものでもないかもしれない。早稲田大学の文学部の初年次教

育では，制T部が指名した教員に担当させているようだ。できるだけ多くの教員が担当できるよ

う取り組むことが課されている使命と言える。

(池田)工学部の教員が読むこと，書くこと，プレゼンテーションの専門家といえるのか，本当

に教育効果が上がっているのか，という疑問がある。担当している若い教員の負担を軽減しなが

ら，効率よく行うことが現在悩んでいる課題である。

-まとめ

(安岡)

・教員， TAのレベノレをいかに合わせ，維持するかが共通の課題。アメリカの高等教育における

最大の発明品はTAといわれているように，いかにTAを効果的に活用するかにかかっている0

・改革をする上で，効率のよい方法はないのではないか

-シンポジウムE 一関連研究に学ぶー

・各話題提供から明らかになった論点

【コピベ問題について】(杉光一成教授)

-問題にすべきコピベとは， rコンピュータのコピー&ベースト機能を用いて，他人の文章等を丸

写しし，自分の文章等と言開Eする行為」であるのタイプ)。コピベ問題に対しては，スピード

違反の取り締まりのように，教育だけでは十分ではない。現在の学生には， Dタイプのコピベの
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問題に気づかせること自体が教員の想像を超えて困難な可能性があり，取り締まる道具の存在が

それを知らせる一つの手段となり得る。取り締まりの効果は見えにくいが，たとえば，捕まりた

くないという理由から違反をしないことによって危険な運転を防ぎ， ドライパーのためになって

いることがある。同様にソフトがあることによって，コピベをやめよう自分で考えて書こうとい

う学生がいれば，結果的には学生の学習機会を与えその学生のためにもなっているのではないか。

教育の重要性を否定するものではなく，ソフトの果たす役割もあるのではないか。

【発達的観点から】(西壇 I1直子教授)

・書くことによって過去の経験と，今学んだこと，将来の展望を統合し，再構造化，相対化する

ことができる。高水準のリテラシーの発達・教育として求められることは，技術や批判的思考力

の育成のみならず，書くことを通じた自己認識，再認識・相対化を支援すること。文章表現に関

する授業があれば済むわけではなく，カリキュラムに組み込んでいく必要がある。感じたことと

レポートに表現できることとのギャップに苦しんだり，書くことで気づいたという経験が重要で

ある。レポートの内容を深めるために，ディスカッションを取り入れる試みがある。

・読み書き能力について小学校までの研究は豊富だが，中高が抜けている。大学になって問題化

しているという現状がある

・非言語的領域の知能を生かすための言語的領域の知能の育成といった，学生の特性に配慮する

視点が重要

【指定討論】(井下千以子教授)

・初年次教育は重要であるが，それを学士課程，一生涯のスパンに位置づける必要→カリキュラ

ム全体にわたって書くことを指導する (Writ血gacros8 the Curriculu血)

・特に，大学における書く力，考える力とは「ディシプリンでの学習経験を自分にとって意味の

ある知識として再鴇造化する力」。今の初年次教育ではディシプリンの比重が小さい

• Writing acro田 theCurriculu皿のためには教員聞の理解と協力つまり FDが必要になってくる。

ライティングセンターを構想するという考え方もあるが，教員同士が学び合うことが現実的。

-質疑応答から明らかになった論点

コピペに関して，学生からすれば一生懸命探した行為がなぜ評価されないのかと思っているかもし

れない。コピベを評価することの方が手っ取り早いかもしれない。なぜそれをコピペしたのかが書

かれていればプラスになるという指導など，プラスに転化する教育活動もありえるのでは?

(杉光)確かにそういう方法もある。ソフトを使わずにやれる方法があればそれがよい。教育の

部分を重視することも大事。ただし， r自分はこう考える」と書いた文章そのものがコピベである

ということが問題だと考えている。完全に意図的に行っている。見つけだしたコピベに対しては，

評価し引用の表記の仕方を教えるという方法で対応できるが，そうでない部分があるのではない

かと考えている。

- コピベ検出ソフトでは，語実的な言い換え，構文的な言い換えにどのくらい対応できているのか。
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(杉光)形態素解析という技術を使用している。単純に「てにをは」や単語の順を変えている場

合でも捕捉できる

- 学生側のコピベのやり方のパターンなど類型化された知識はあるのか。

(杉光) rてにをは」を変える， rである」を「です，ます」に変えるなどあるようだ。翻訳ソフ

トにかけていったん違う言語に変えてさらに翻訳するという方法も聞いたことはある(有効かは

目iJとして)

Writing across出eCuniculumについて，各教員の課題の出し方，フィードパック(評価，指導)の仕

方全体を見渡しているセクションがないとできないのでは?例に取り上げられていたスタンフォード

や桜美林大学においては，実際にそうしたチェックをしているのか。

(井下)確かに，見渡す人，デザインしコーディネイトする人，ライティングの専門家でありか

っディシプリンをもった人が現実的には必要になってくるだろう。ライティングセンターが有効

であるのは，ディシプリンに特化した書き方を短期間に身につける上でのこと。研究者としての

学術論文の書き方の習得ではなく，考えるカのある学生が育っていくためには，ライティングに

特化した専門家ではなくディシプリンが重要である。スタンフォード大学では，ライティングの

先生が 1年次の科目を担当し，専門の先生とのやりとりを頻繁に持っている。重要なのは，効率

的であること，強いリーダーシyプをとることではなく前行錯誤することではないれ

(西垣)Writing across the Curriculumのポイントは，すべての授業でしっかり頭で考えること

を学生に促すこと。

-まとめ

(松下)

・初年次教育と専門教育の関連性

-誰がライティング指導を担当するのか

'FDとどうつなげるか

・今回はあまり議論に入らなかったが評価はどうするのか
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4. 広 報 ワーキンググループ

広報ワーキンググループ (WG)は、協議会に関する広報業務を担当している。具体的な活

動として、ニュースレターの発行や、ホームベージの作成、管理などを行っている。

広報部は以下のように構成されており、 2009年 3月現在、広報部と広報WGのメンバーは

一致している(敬称略)。

-大阪市立大学(矢野裕俊)・・・責任校

・和歌山大学(菊川恵三)

-京都大学(酒井博之、河崎美保、官崎康子、中村タ衣、笹尾真岡1])・・・連絡担当

4-1. ニュースレターの発行

協議会のニュースレターを年2回程度発行する計画となっている。初年度は、 2008年 11月

に創刊号を発行した(図1)。印刷部数は 800部で、全会員校宛に送付している。また、ニュ

ースレターの PDF版を本協議会のウェブサイトへも掲載し、一般公開している。

関西地区FD連絡協強会hlIiI 
lij両地1<FIJ連絡協議会.l1，'lにあたって. 

回中侮究
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【創刊号目次】

-関西地区FD連絡協議会設立にあたって

.設立総会

・協議会組織

.祝辞

・記念講演

・設立総会アンケート結果

.寄稿文1

・寄稿文2

.イベントカレンダー

.ワーキング・グループからのお知らせ

・第1回関西地区FD連絡協議会シンポジウム

.事務局より

(別紙)関西地区FD連絡協議会規約

図1 関西地区FD連絡協議会 =ユースレター創刊号

4-2.ウェフサイトの構築、管理、運営

関西地区FD連絡協議会のウェプサイト (http://www.ka回目'fd.org)を、 2008年 11月に立

ち上げた。また、協議会のロゴを作成した。
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協議会概要

プライパシーポリシ一

代表幹事校挨拶

協議会について

組織

WGの設置及び活動方針

WGに関する申合せ 規約

重量

活動記録(主催、共催イベント、 WGの活動等)

活動記録(総会、幹事会等)

各種報告

ワーキンググループ

ワーキンググループ

ワーキンググループについて

各ワーキンググループの活動

研究WG

活動スケジュール

活動スケジュール

主蓋昼
事務局

会費取扱要領

盟笠盤
報告書

旦」三;空

会費の支払い

各種手続き

ニュースレター

FAQ 

会員校及び会員校内の高等教育関連機関

園内の FDネットワーク機関

図2 関西地区FD連絡協議会 ウェプサイト

4-3.メーリングリストについて

幹事校や各ワーキンググループおよび研究サプグループにおける連絡用、全会員校向けの案

内用のメーリングリストを作成、管理している。

(酒井博之)
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5.研究ワーキンググループ

5-1.研究闘の目的と体制

研究ワーキンググループ (WG)は、いくつかの研究テーマを定め、それらのテーマごとに、

参加希望校から成る「研究サプグループ (SG)Jを構成して、共同研究活動を推進することを

目的とする。

研究 WGは、責任校を神戸大学とし、 WGの運営を管理・支援する「研究部」、及び、 「研

究SG主査校」から構成される。 2008年度は、 『研究部」は、幹事校の神戸大学(責任校)、

龍谷大学、京都大学で構成されている。その 3校に、研究SG主査校の大阪成際大学を加えた

4校で、研究W Gが構成されている。

2008年度は、以下の 3つの研究 SGが構成され、活動を行った。

①授業評価研究SG(主査校.神戸大学)

②Web公開授業研究SG(主査校:京都大学)

③出欠確認研究SG(主査校.大阪成際大学)

5-2.授業評価研究舗の活動

授業評価研究 SGは、関西地区FD連絡協議会において、 2008年 1月に実施した「授業評価

ワ ークショップ」の実績( W関 西 地 区 FD連絡協議会設立に向けて』

http://www.bighedu.kyoto.u.ac.jp/publicationJkar祖国 fd.ht皿1参照のこと)をふまえて、研究

WGの下に設置された。主な目的としては、各大学での授業評価の実践に関わる情報を交換し、

授業評価の活用に関わる課題を浮き彫りにするとともに、それらに関わる研究成果と情報共有

に努めることを通して、授業評価研究コミュニティの形成を目指す。

初日8年度現在、神戸大学(代表・米谷淳教授)を主査校とし、大阪大学、大阪歯科大学、大

阪樟蔭女子大学、大阪商業大学、大阪成際大学、大阪体育大学、大阪電気通信大学、追手門学

院大学、京都大学 (2名)、京都文教大学、京都薬科大学、神戸大学(主査校)、四天王寺大

学・四天王寺大学短期大学部、相愛大学、同志社大学、同志社女子大学、兵庫大学 (2名)、

立命館大学、龍谷大学・龍谷大学短期大学部、流通科学大学 (2名)、和歌山信愛女子短期大

学 (2p名)、大阪青山大学、大阪工業大学、大阪商業大学、大阪電気通信大学、関西大学、関

西医療大学、京都産業大学、京都薬科大学、神戸常盤大学 (2名)、天理大学、阪南大学の 32

大学から成る。 2008年度は、会合を 1回開催し、また、公開研究会を企画・実施したロ

第 1国会合

却08年 10 月 27 日(月)午後 4 時~6 時、京都大学吉田南 1 号館共 106 室において、 21 大

学が参加して、授業評価研究 SGの第 1回会合が行われた。以下の議事に従って、関西FDワ

ークショップの概要説明、各大学の授業評価に関わる状況と課題の報告などが行われ、 3月に

予定されている公開研究会の概要について了承が得られた。



－ 202 － － 203 －

【議事および議事メモ】

口本日の議事次第と配布資料に関する説明:大塚(京都大学)

口授業評価研究 SGの趣旨授業評価研究SG主査:米谷(神戸大学)

口自己紹介

口関西 FD授業評価ワークショップの概要報告(大塚)

• FD授業評価ワークショップ事前アンケートの概要(目的、実施体制、実施方法、結果、

活用について)。特に活用については今後の課題点

-授業評価アンケート用紙の回覧。※関西 FDの調査でもアンケート用紙を集めているの

で、近いうちに HPに掲載する予定(大学の許可が得られているもの)

口各大学の授業評価の実状と課題報告

.Web上での授業評価実施と回収率の

低さの問題

-形骸化やマンネリ化、コスト、教員

の反発、フィードパック

・アンケート内容の改訂の試み(項目

を少なくする、設問をわかりやすく

する、アンケート実施回数を増やす

など)

・実施方法(実施科目数(全科目で実

施するか、履修人数等の基準で選択

するか)、記名式か無記名式か、 web

か紙媒体・マークシートか)

・実施目的の周知(教育カを高めること、教育改善など)

・フィードパックの具体例(教員が改善点についてコメントを書く、ホームベージ、ニュ

ーズレター、リフレクションペーパーの活用、自身の授業のうち良かった点と悪かった

点の明確化など)

-活用が各教員任せであり、組織的改善につながらない

.達成目標の明確化

・教員評価との関連

-教員が独自に作成する設問の開示と活用

上記のような点について、各大学から報告があった。

口自由討議

口授業評価研究 SGの今後の方向性

・メーリングリストを活用し、情報交換を行うロ

口公開研究会の企画について

• 3月の公開研究会の提案

-企画テーマ r授業評価から FD評価へ」

・日時:3月 19日(木)午後2時-5時
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-場所:京都大学百周年時計台記念館 (2階)

・プログラムの詳細については、追ってメーリングリストなどで連絡する。

授業評価研究SG主催公開研究会

第2回関西地区FD連絡協議会主催イベントととして、研究WG・授業評価研究 SGが主催

して、公開研究会「授業評価から FD評価へ」を、 2009年 3月 19日(木)14:00-17:30、京

都大学百周年時計台記念館2階ホールにて開催した。その概要とプログラム、話題提供者は、

以下の通りである。

【概要]

わが国でも、 1991年の大学設置基準の大綱化による自己点検・自己評価の努力義務化に伴っ

て、各大学で「授業評価」が急激に導入され始め、今やほとんどの大学で授業評価が行われる

ようになっている。ひと頃は、 「授業評価」が fFDJの代名詞としてしばしば使われたりもし

ていたが、 2008年の大学設置基準の改正により、いわゆる fFDJが義務化され、ただ、 「授

業評価」をやればよいということではなく、実際に、 「授業改善」にどのように活用していっ

たらよいかが問われるようになってきている。設置基準の条項には、この「改善」に向けて、

「組織的」な研修・研究が求められているが、 FD義務化の時代にあって、 FDがどのように行

われ、どのように機能しているかを表現する必要性が新たな評価の課題として生じても来てい

る。そこで、本公開研究会では、高等教育における授業評価、教育評価に経験の深い話題提供

者を迎え、授業評価から授業改善へ、そして、授業改善からその総体としての FD評価へと、

どのように展開させていくことが望まれるのかについて議論を深めていきたい。

【プログラム1

14:00 開会

進行:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)

開会の辞:米谷淳(神戸大学大学教育推進機構教授・授業評価研究SG主査)

趣旨説明.大塚雄作

14:15 話題提供 1-授業評価研究の新たなる地平を探る

「授業評価の性質と今後の活用」

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構教授)

「大学関連携による授業評価研究の意義」

米谷淳

15:15 話題提供 II-実質的FDに向けての評価のあり方を問う

「自らの教育活動にとっての授業評価の価値」

栗田佳代子(大学評価・学位授与機構評価研究部准教授)

「研究能力と教育能力の相互転移性」

羽田貴史(東北大学高等教育開発推進センター教授)
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16:15 ディスカッション

論点整理・大塚雄作

討論

総括・田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授・

関西地区FD連絡協議会代表幹事校代表)

17:30 閉会

5-3. Web公開授業研究舗の活動

Web公開授業研究 SGは、京都大学が開発した Web公開授業のシステムを利用して、会員

校の参加者を中心に、オンラインを活用した公開授業・検討会を実施するとともに、 Web公開

授業のあり方に関する共同研究を実施することを目的とする。

2008年 10月現在、京都大学(代表:酒井博之特定准教授)を主査校とし、 12大学より 13

名が参加している。 2008年度は、 10月27日(月)~ll 月 10 日(月)、島根大学生物資源科

学部橋本哲准教授の「森林水文学」について、 Web公開授業・検討会を行うと共に、 Web公

開授業研究 SGの会合を 1回開催した。

Web公開授業研究SG会合

2008年 11月 14日(金) 15:00~17・00、京都大学吉田南 1 号館共 201 室において、 Web 公

開授業研究 SGの第 1回会合を開催した。主な議事は以下の通りである。

【議事および議事メモ】

ロサプグループ・メンバーリストにそって名前・所属等の自己紹介

口2008年度第 1回Web公開授業の概要と報告

・公開授業 :10月2713 (月)一11月 10日(月) r森林水文学J (島根大学生物資源科

学部)

口実践の手順や方法について

・参加者の人数や構成(学内/大学問、学問分野別/混在、若手/ベテラン、モデレータ)

・検討会をオンライン(電子掲示板)で行うことの是非

-教員の研究授業、新人教員研修、仮説実験検討授業、学生主導型授業の発展などとして

の公開授業の実施

-ターゲットの明確化(授業改善を志向する教員、アドバイスを必要とする教員など)

-授業のタイプやテーマで類型化して、参加者を募る({ftl:ディスカッション、グループ

ワーク、ロールプレイなど)

-授業を蓄積し、データベース化する

口システムの整備

・セキュリティ(個人情報)、メーリング・リストの整備

口授業の撮影に関する肖像権の問題

・学生への授業撮影の承諾手続き

.未成年の学生に対しての手続き
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口Web公開授業研究 SGの今後の方向性

• MLでの情報交換

.対面での会合を持つ

.成果をオンライン上で共有する

口2008年度第2回Web公開授業の実施

「資源論J (流通科学大学)

.2009年 1月-2月の実施予定

5-4.出欠確認研究S自の活動

出欠確認研究 SGは、教育効果を高めるために、授業における効率的かつ正確な出欠確認方

法を確立することを目指して、各大学の出欠確認に関わる情報交換、及び、確認方法のシステ

ム化に関する研究などを共同して推進することを目的とする。具体的には、大人数クラスでも

効率的に(短時間で)出欠確認を行う方法の確立、出欠確認による出席促進効果、遅刻防止効

果の検証、出欠データ活用による多欠席者、早期退学予備軍の発見と支援に関する研究、簡易

アンケート・小テストなどを組み合わせた効果的な出欠確認方法の確立、学部・学科全体で出

欠確認に取組むための方法の確立、教職員の協力関係構築に必要なプロジェクト組j織作りに関

する研究などを課題としていく予定である。

初日8年度現在、大阪成際大学(代表.福永栄一教授)、大阪工業大学、大阪商業大学、堺女

子短期大学の 4大学が参加している。会合には、その他、京都大学、龍谷大学、追手門学大学

などが、オブザーパー参加している。 2008年度は、 2回の研究 SG会合と、大阪成際大学のケ

ータイを利用した授業アンケートの実地見学会を 2度実施した。

第 1回会合

初日8年 12月8日(月)10:00-12:00、大阪成際大学第二会議室において、第 1回の出欠確

認研究 SGの会合を行い、本研究 SGの趣旨を共有し、本年度の具体的な活動計画、研究方法

などについて確認し合ったo 主な議事は以下の通り。

【議事および議事メモ】

口サプグループ・メンバーリストにそって名前・所属等の自己紹介

口各大学の出欠確認の実状と課題報告

<学生証の 1Cカードを読み取るシステム>

-費用、導入目的(学生の行動把握)、出席と遅刻の区別をする時開設定、データの扱い

基準などシステムの概要。

・出席簿の廃止、出席率向上と遅刻減少などの効果。

・体育やゼミなど読取装置がない教室での出席が把握できないこと、アンケートや小テス

ト、コミュニケーションツールとして使えないことなどの課題。

<出欠確認システム導入検討>

.ICカードのメリット、 ICカードの貸し借りなどの実態、携帯電話での出欠確認の機能・

効果などを今後検討したい。検討を通じて「出席とは何ぞや」を考えたい。
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く携帯電話での出欠確認システム〉

-教員が独自で開発したシステムを使っている例が報告されたが、現段階ではのシステム

を利用する教員はごく少数である。

く携帯電話での出欠確認システムのテスト導入>

-後期から、 12名の教員20授業程度でテスト使用している例が報告された。 11月中旬か

ら下旬にかけて、携帯電話での授業評価も 12名の教員の授業でテスト実施し、特に問

題がなかったため、 1月に学部全体の授業評価でテスト使用することになった。このシ

ステムの機能は、携帯電話での履修、出席登録、授業評価、時間割確認、休講確認、掲

示板、学生の出席状況把握、出席データの CSV出力、小テスト結果等の記録・集計な

どがある。

口自由討論

質問 :2万人の大学でも、携帯電話での出欠確認システムは使えるか?

回答・サーバーを大きくするだけなので、可能。

質問 :ICカードでの出欠であれば、 ICを読み込ませるだけで授業にでない学生がいな

b 、カミ。

回答.そのような学生もいるが、出欠確認として利用するのではなく、学生の行動把握

が目的なので、必ずしも問題ではない。

質問.出欠確認に費用がかかるのはいかがなものか。

回答 :85%以上の学生は使い放題であるが、残りの学生は 1回 10円、 4年間で 9000円

近くの費用負担がかかる。これを解決するためは、保護者にレターを送り趣旨を

理解してもらわないといけない。このような方法を取ったほうがスムーズに携帯

電話での出欠確認システムを導入できる。

質問・携帯電話での出欠確認システムでも結局、代返ができるのか。

回答:学生の教育支援がこの取り組みの目的であるが、システムの機能としては6つの

代返防止機能を備えている。これらを組み合わせれば、 99%不可能と恩われる。

しかし、これらの 2機能(番号を指示する、同時に押させる)以外はほとんど使

っていない。学生に6機能あるから代返しても分かることを伝え、授業に出てく

ること、遅刻しないことを促すことをこの取り組みの目的としている。

口出欠確認研究 SGの今後の方向性

• 2ヶ月に 1回程度研究会を開催することになった。

-名簿順に参加校が毎回現状を詳しく発表し、質疑応答・検討などを通じ、各校の取り組

みの参考とする。

・メーリングリストを開設することになった。

口その他

・大阪成際大学の携帯電話でのシステムの見学等は随時受付ることが確認された。 1月に

は携帯電話での出欠確認に加え、授業評価が行われるので、是非見学にきて頂きたい旨、

大阪成際大学より提案があった。
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-見学の日程等は、別途個別に調整することになった。

授業アンケート見学会

大阪成際大学では、携帯電話での授業アンケート(授業評価)を実施している。学生は、ほ

ぽ 100%携帯電話を所有しており、その携帯電話でアンケートに回答させることで、僅かな時

間で回答することができ、また、宜ぐに集計することもできる。さらに、授業中に実施するの

で、回答率も確保することができるといったメリットをもっている。

そこで、 2009年 1月 21日(水)10:40-12:10、1月初日(月)10・40-12:10、携帯電話

での授業アンケート(授業評価)、出欠確認の見学会を大阪成撲大学現代経営情報学部におい

て実施した。その参加状況、ならびに、アンケートの結果は以下の通り。

【参加者]10月 21日休): 9校 10名、 26日(月): 5校 8名、合計 12校 18名

【アンケート結果】

口回収数:17通/18名参加中

口見学会参加の目的

ロ携帯電話での授業アンケート(授業評価)の現場を見学したかった 10

ロ携帯電話での授業アンケート(授業評価)の機能や説明が聞きたかった 14

口携帯電話での出欠確認の現場を見学したかった 9

ロ携帯電話での出欠確認の機能や説明が聞きたかった 9

口授業アンケート(授業評価)について、見学は参考になりましたか?

。強くそう思う 15

。少しそう思う 2

0あまりそう恩わない 0

0全くそう恩わない O

口授業アンケート(授業評価)について、見学の前後の説明は参考になりましたか?

。強くそう思う 17

。少しそう思う 0

。あまりそう思わない O

。全くそう恩わない 0

口出欠確認について、見学は参考になりましたか?

。強くそう思う 15

。少しそう思う 2

0あまりそう思わない 0

。全くそう恩わない O

口出欠確認について、見学の前後の説明は参考になりましたか?

。強くそう思う 16

。少しそう思う 1

0あまりそう思わない O

o全くそう恩わない 0
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口今後の見学会等に関して該当するものを全て選んで下さい。

口授業アンケート(授業評価)に興味がある 13

口出欠確認に興味がある 10

ロまた参加したい 4

口他の教職員を参加させたい 6

口複数の大学で、 『携帯電話での授業アンケート(授業評価)、出欠確認」を共同利用する

ための研究を来年度立ち上げたいと考えています。マークシート等を利用した授業評価の

集計費用程度で、携帯電話での授業アンケート(授業評価)を実現することが出来ないか

等がテーマです。該当するものを全て選んで下さい。

ロ携帯電話での出欠確認を共同利用する研究会に参加したい 2

ロ携帯電話での授業アンケート(授業評価)を共同利用する研究会に参加したい 2

口分からないが声を掛けて欲しい 14

第 2国会合

2009年2月 16日(月) 16:00~18:00、大阪成撲

大学第二会議室にて、出欠確認研究 SGの第 2回会

合を行った。大阪工業大学における出欠確認の現状

について、大阪工業大学の石橋靖弘氏より報告があ

り、それに基づいて質疑応答があった。参加は、 SG

メンバー4大学7名、オブザーパー3大学3名、計

10名であった。

【報告の概要1

・授業開始時聞から 10分後までが出席でそれ以降が遅刻となるため、学生が授業に早く来

るようになったことが最大の効果である。

・導入当初は教員からの反対も多かった。

・システムおよび活用状況について、現在全教員へアンケートを実施している。

・全教員の 50%以上が利用しおり、 80%以上が満足しているようだ。

・全教員の 30%が出欠確認としてこのシステムを利用している。

・カード忘れ等は出席カードなどで確認しておき、授業終了後手入力する。

・ICカードの読取は入室の 1回で、退出では行わない。

.カードを読ませるだけで授業に出ない学生もいる。

-行動把握という観点では問題ないが、教員からは何とかして欲しいという要望が出ている。

・システムを運用するための準備が大変である。時間割は 3万レコードありその準備作業に

時聞がかかる。

【質疑応答・自由討議】

-学生の行動把握をどうやって出欠確認、成績評価に反映させるか。
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-導入を反対する教員はいなかったかロいた場合

どのように説得したか。

-出欠確認の方法を複数の大学で考え、共有化す

ることはできないか。

・学生の行動把握は、今後、大学で取組まざるを

えない課題となるであろう。

・各大学の事例発表を通じて、知識のみならずエ

ネルギーも貰える。

(編集.大塚雄作)
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m-E.主催・共催・協賛イベント一覧

年月日 イベント概要

2008.8.22 I京都大学高等教育研究開発推進センター主催 関西地区FD連絡協議会共催

【共催】 |第 78回公開研究会

「大学教育改善にとってのセンター組織教育ガパナンスの視点から 」

川島啓二(国立教育政策研究所高等教育研究部・総括研究官)

於:京都大学吉田南1号館

9.17 I大阪大学大学教育実践センター主催 関西地区FD連絡協議会共催

【共催1I創立5周年記念シンポジウム r21世紀型『市民』の育成と学士カ」

基調講演:木村孟

(独立行政法人大学評価・学位授与機構機構長、元東京工業大学長)

榎本剛(文部科学省高等教育局企画官兼高等教育政策室長)

報告・ディスカッション テーマ「教養教育における学士カを考える」

工藤虞由美(大阪大学大学教育実践センター長)

川嶋太津夫(神戸大学大学教育推進機構教授)

山田礼子(同志社大学社会学研究科教授、教育開発センター所長)

高杉英一(大阪大学理事・高IJ学長)

於:大阪大学吹田キャンパス・コンベンションセンター

10.25 I関西学院大学主催 関西地区FD連絡協議会共催

【共催1I関西学院大学総合教育研究室企画

公開講演会「これからの学士課程教育一大学に何が求められているのかー」

基調講演:義本博司(文部科学省大学振興課長)

パネルディスカッション:

報告:川嶋太津夫(神戸大学教育推進機構教授)

西之圃晴夫 (NPO法人学習開発研究所代表)

西和彦氏(須磨学園学閏長)

浅野考平(関西学院大学副学長)

司会:矢倉達夫(関西学院大学教務部長)

総合司会.中僚道雄(関西学院大学総合教育研究室長)

於:関西学院大学上ケ原キャンパス
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11.15 I京都大学高等教育研究開発推進センター主催 関西地区 FD連絡協議会協賛

【協賛】 |第 79回公開研究会「学生の成長を促す日本版・単位制度の実質化」

趣旨:溝上慎一(京都大学高等教育研究開発推進センター准教授)

報告:清水一彦(筑波大学大学院人間総合科学研究科長)

長谷部秀孝(創価大学経済学部長)

土持ゲーリー法一

(弘前大学21世紀教育センター高等教育研究開発室教授)

矢部正之(信州大学全学教育機構機構長)

コメント:

串本剛(首都大学東京基礎教育センター助教)

清水一彦(筑波大学大学院人間総合科学研究科長)

於:京都大学吉田南 1号館

11.29 I第 1回関西地区FD連絡協議会シンポジウム

【主催】 I r思考し表現する学生を育てる 一書くことをどう指導し、評価するか?ー」

シンポジワム 1 r関西地区FD連絡協議会会員校による事例報告」

司会:安岡高志(立命館大学教育開発推進機構・教授)

報告:大野仁(神戸常盤大学保険科学部・教授)

米山裕(立命館大学文学部・教授、副学部長)

池田勝彦(関西大学化学生命工学部・教授)

シンポジウムIIr関連研究に学ぶ」

司会.松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)

報告.杉光一成(金沢工業大学大学院工学研究科・教授)

西垣順子(大阪市立大学大学教育研究センター・准教授)

指定討論.

井下千以子(桜美林大学心理・教育学系教授)

於:立命館大学衣笠キャンパス

12.13 I龍谷大学大学教育開発センター主催 関西地区FD連絡協議会協賛

【協賛】 |第 4回龍谷大学FDフォーラム「学士課程の体系化に向けて」

基調講演「学士課程の体系化に向けて」

講師:沖裕貴(立命館大学教育開発機構・教授)

事例報告「愛媛大学の全学的挑戦」

講師:高瀬恵次(愛媛大学教育・学生支援機構・教育企画室長)

シンポジウム
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シンポジスト・

沖裕貴(立命館大学教育開発機構・教授)

高瀬恵次(愛媛大学教育・学生支援機構・教育企画室長)

林久夫(龍谷大学理工学部・教授)

長谷川岳史(龍谷大学文学部・准教授)

総合司会.松本和一郎(龍谷大学大学教育開発センター長)

於:龍谷大学深草学舎3号館201教室

12.23 I流通科学大学大学教育高度化推進センター主催 関西地区FD連絡協議会協賛

【協賛1I第 2回特色ある大学教育支援プログラム(平成 19年度)採択記念シンポジウ

ム

「公開授業の現状と課題』

第I部 シンポジウムと意見交換

南木睦彦(流通科学大学教育高度化推進センター・センター長)

酒井博之(京都大学高等教育研究開発推進センター・准教授)

第II部システム説明会

於:流通科学大学講義棟 III教室

2009.3.19 I第 2回関西地区FD連絡協議会主催イベント公開研究会

【主催1I r授業評価から FD評価へ」

進行:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)

開会の辞:米谷淳(神戸大学大学教育推進機構・教授、授業評価研究 SG主査)

趣旨説明:大塚雄作

話題提供 I 授業評価研究の新たなる地平を採る

安岡高志(立命館大学教育開発推進機構・教授)

米谷淳

話題提供 II 実質的FDに向けての評価のあり方を問う

栗田佳代子(大学評価・学位授与機構評価研究部・准教授)

羽田貴史(東北大学高等教育開発推進センター・教授)

論点整理:大塚雄作

総括:田中毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授

・関西地区FD連絡協議会代表幹事校代表)

於・京都大学百周年時計台記念館2階ホール

3.20，21 I京都大学高等教育研究開発推進センター主催 関西地区FD連絡協議会共催

【協賛1I第 15回大学教育研究フォーラム

開会の挨拶:松本紘(京都大学総長)
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特別講演 f21世紀の FDモデルの構築に向けて

-Scholarship ofTeaching and Learningとテクノロジーの活用を中心にー」

飯吉透(マサチューセッツ工科大学

教育イノベーション・テクノロジー局・上級ストラテジスト)

シンポジウム fFDの学内組織化と大学関連携」

報告者:今泉柔剛(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)

小田隆治

(山形大学地域教育文化学部教授/高等教育研究企画センター)

松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)

山田剛史(島根大学教育開発センター・専任講師眉IJセンター長)

司 会:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)

及川恵(京都大学高等教育研究開発推進センター・特定准教授)

その他、個人研究発表、小講演、ラワンドテーブル企画

於:京都大学百周年時計台記念館・吉田南 1号館

(酒井博之)




